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は
し
が
き

典
午
の
南
渡(

三
一
七)

以
後
、
東
晋
中
期
の
貴
族
文
人
社
会
で
は
、
老
荘
思
想
に
基
づ
く
観
念
的
超
俗
的
な

｢

玄
言
詩｣

が
流
行

し
た
。
そ
の
具
体
的
な
作
品
は
、
後
世
の
厳
し
い
淘
汰
に
堪
え
き
れ
ず
現
在
ほ
と
ん
ど
亡
佚
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
詩
風
に

つ
い
て
は
、
南
斉
末
に
撰
述
さ
れ
た
劉�(
四
六
六
？
│
五
二
〇
？)

の

『

文
心
雕
龍』

時
序
篇
に

｢

詩
は
必
ず
柱
下(

老
子)

の
旨
帰

に
し
て
、
賦
は
乃
ち
漆
園(

荘
子)

の
義
疏
な
り｣
と
評
せ
ら
れ
、
梁
の
鍾�

(

四
六
八
？
│
五
一
八)

の

『

詩
品』

序
に
も

｢

詩
は
皆

平
典(

平
板
で
類
型
的)

に
し
て
、
道
徳
論(

道
家
の
哲
学
論)

に
似
た
り｣

と
言
わ
れ
る
。
恐
ら
く
当
時
の｢

玄
言
詩｣

は
、
遊
仙
詩
・

隠
逸
詩
を
含
め
て
、
お
お
む
ね
老
荘
思
想
に
心
酔
し
た
没
個
性
的
で
千
篇
一
律
な
形
而
上
詩
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

つ
い
で
劉
宋
初
期
、
こ
の
平
典
な｢

玄
言
詩｣

の
後
を
承
け
て
、
以
後
の
南
朝
貴
族
社
会
を
風
靡
し
は
じ
め
た
新
し
い
文
化
現
象
は
、

美
贍
で
多
彩
な
江
南
の
山
林
丘
壑
を
精
細
巧
緻
に
詠
出
し
た

｢
山
水
詩｣

の
成
立
で
あ
っ
た
。
劉�
の

『

文
心
雕
龍』

明
詩
篇
に
、

｢

宋
初
の
文
詠
は
、
体
に
因
革(

因
襲
・
変
革)

有
り
。
荘
老
退
く
を
告
げ
て
、
山
水
方ま

さ

に
滋
し｣

と
称
せ
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。
ま
こ

と
に
劉
宋
初
期
か
ら
興
っ
た

｢

山
水
詩｣

は
、
豊
麗
富
艶
・
精
細
的
確
に
し
て
洗
錬
巧
緻
を
き
わ
め
、
正
に
六
朝
文
芸
の
成
熟
期
の
到

来
を
告
げ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
潤
雅
巧
麗
な
文
学
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
劉
宋
初
期
に
至
っ
て
華
華
し
く

｢

山
水
詩｣

が
出
現
し
て
き
た
原
由
に
つ
い
て
は
、
私
の
見
る
と
こ
ろ
、

従
来
お
お
む
ね
二
つ
の
方
面

(

一)

客
観
的
な
江
南
の
自
然
環
境
方
面
か
ら
と
、(
二)

観
念
的
な
老
荘
思
想
・
仏
教
思
想
方
面
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か
ら

と
の
理
由
づ
け
が
支
配
的
で
あ
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る

(

１)

。

す
な
わ
ち
、
そ
の
第
一
の
理
由
づ
け
は
、
す
こ
ぶ
る
素
朴
な
発
想
に
因
る
も
の
な
が
ら
、
北
来
士
人
に
と
っ
て
初
め
て
接
す
る
江
南

の
山
水
の
新
鮮
で
多
彩
な
景
観
が
、
こ
の
よ
う
に
豊
麗
巧
緻
な

｢

山
水
詩｣

の
創
作
を
強
く
促
が
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
見
解

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
南
北
風
土
の
対
比
は
、
こ
の
場
合
、
果
た
し
て
説
得
力
を
持
ち
得
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
思
え
ば
、

中
原
の
長
安
・
洛
陽
と
江
南
の
建
康
・
会
稽
と
は
、
緯
度
に
し
て
僅
か
に
五
度
の
差
に
過
ぎ
ず
、
従
っ
て
両
地
域
の
気
候
風
土
や
山
水

の
景
観
も
基
本
的
に
は
さ
ほ
ど
決
定
的
な
隔
差
が
認
め
ら
れ
な
い
。
か
つ
て
晋
室
南
渡
の
直
後
、
北
来
士
人
の
周�

(

二
六
九
│
三
二

二)

が
南
北
の
風
土
寒
暖
を
比
較
し
て
、｢

風
景(

風
の
色
・
日
の
光)

は
殊
な
ら
ず｣

云
々
と
歎
じ
た
所
以
で
あ
る(『

世
説
新
語』

言
語

篇
・『

晋
書』

王
導
伝)

。
し
て
み
れ
ば
、
北
来
士
人
が
初
め
て
接
し
た
江
南
の
風
土
景
観
は
、
実
際
に
は
、
さ
ほ
ど

｢

山
水
詩｣

成
立

の
要
因
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
本
格
的
な

｢

山
水
詩｣

成
立
の
時
期
か
ら
考
え
て
も
、
南
渡
後
す
で
に
一
百
年

も
経
た
劉
宋
初
期
と
い
う
そ
の
時
期
は
、
あ
ま
り
に
も
時
期
の
上
で
間
が
抜
け
、
遅
き
に
失
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
第
二
の
理
由
づ
け
は
、
前
述
し
た
第
一
の
そ
れ
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
重
要
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
よ
う
だ
が
、
劉
宋
初

期
の｢

山
水
詩｣

成
立
に
当
た
っ
て
は
、
魏
晋
以
来
、
貴
顕
の
間
で
歓
迎
さ
れ
た
老
荘
思
想
、
と
り
わ
け
東
晋
中
期
以
降
の｢

玄
言
詩｣

が
基
盤
と
し
た
そ
の
隠
遁
思
想
か
ら
極
め
て
大
き
な
影
響
を
受
け
た
、
と
い
う
見
解
で
あ
っ
て
、
こ
の
視
点
は
、
私
の
見
る
か
ぎ
り
現

今
の
内
外
の
研
究
に
お
い
て
概
ね
支
配
的
な
傾
向
で
あ
る
。
た
し
か
に
東
晋
の｢

玄
言
詩｣

と
そ
れ
に
つ
づ
く
宋
初
の｢

山
水
詩｣

は
、

い
ず
れ
も
相
前
後
す
る
時
代
の
貴
顕
文
人
に
よ
る
思
索
的
所
産
で
あ
る
以
上
、
両
者
が
全
く
無
関
係
で
あ
っ
た
は
ず
は
な
く
、
む
し
ろ

濃
密
な
連
続
関
係
に
あ
っ
た
ら
し
い
事
実
を
今
更
否
定
す
る
つ
も
り
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
が
文
学
史
の
推
移
変
遷
を
可
能
な
か
ぎ
り
十
全
に
考
察
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
老
荘
思
想
の
み
な
ら
ず

仏
教
思
想
を
も
含
め
て
、
こ
の
よ
う
な
観
念
的
思
想
的
方
面
か
ら
の
探
究
だ
け
で
、
果
た
し
て
そ
の
真
実
を
遺
憾
な
く
見
通
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
当
時
の

｢

山
水
詩｣

が
、
他
の
芸
術
作
品
と
同
様
に
、
世
評
を
意
識
し
た
誇
張
や
美
化
な
ど

そ
の
作
者
の
持
て
る
か
ぎ
り
の
演
出
能
力
を
投
入
し
た
文
芸
作
品
で
あ
る
以
上
、
そ
こ
に
詠
み
こ
ま
れ
た
思
想
に
は
、
作
者
の
信
念
・

真
情
が
率
直
に
吐
露
さ
れ
る
反
面
、
時
に
虚
栄
的
な
美
化
や
釈
明
の
意
識
が
付
き
ま
と
う
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
否
定
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

｢

荘
老
告
退
、
山
水
方
滋｣

考

15



― ―

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
と
、
お
お
む
ね
従
来
の
内
外
の
論
考
は
、
あ
ま
り
に
も
高
尚
清
雅
な
観
念
的
思
想
的
研
究
志
向
に
深
入

り
し
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
思
う
に
、
こ
の
ま
ま
従
来
の
研
究
傾
向
が
推
移
し
た
場
合
、
も
と
も
と
富
艶
巧
緻
な
文
芸
で

あ
っ
た
は
ず
の

｢

山
水
詩｣

が
、
や
が
て
不
知
不
識
の
間
に
内
向
的
な
思
想
詩
に
変
質
さ
せ
ら
れ
、
再
び
か
つ
て
の

｢

玄
言
詩｣

に
引

き
も
ど
さ
れ
る
、
と
い
う
滑
稽
な
論
理
の
自
家
撞
着
に
も
陥
り
か
ね
な
い
危
惧
さ
え
出
て
来
そ
う
に
見
え
る
。

も
し
か
す
る
と
、
従
来
の
わ
れ
わ
れ
の
研
究
は
、
い
か
に
も
高
尚
で
知
性
的
な
思
想
、
、
研
究
に
眩
惑
さ
れ
て
、
迂
闊
に
も
、
当
時
の
思

想
・
文
学
が
共
に
因
っ
て
来
た
る
巨
大
な
時
勢
の
う
ね
り

、
、
、
に
目
を
向
け
る
こ
と
を
怠
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
本
論
文
は
、
そ
う
し

た
従
来
の
研
究
へ
の
反
省
の
上
に
立
っ
て
、
と
も
か
く
も
私
な
り
に

｢

山
水
詩｣

の
成
立
事
情
を
考
察
し
て
み
よ
う
と
し
た
一
試
論
で

あ
る
。

一

西
晋
末
か
ら
劉
宋
初
期
に
か
け
て
の
詩
風
の
推
移

晋
朝
過
江
前
後
か
ら
以
後
、
江
南
の
貴
族
文
人
社
会
の
間
で
盛
行
し
た
詩
歌
は
、
い
っ
た
い
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
推
移
変
貌
を
た

ど
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
沿
革
に
つ
い
て
は
、
幸
い
に
南
朝
後
半
期
、
当
時
有
数
の
著
名
な
歴
史
学
者
や
文
学
批
評
家
に
よ
っ
て

書
き
残
さ
れ
た
生
生
し
い
記
述
の
幾
つ
か
が
現
存
し
て
い
る
。
今
、
ま
ず
参
考
ま
で
に
、
こ
れ
を
時
代
順
に
列
挙
す
れ
ば
、
お
お
む
ね

以
下
の
ご
と
く
で
あ
る

１.

劉
宋
の
檀
道
鸞

『

續�
陽
秋』

：

(

前
漢
の)

司
馬
相
如
・
王
褒
・
楊
雄
の
諸
賢
よ
り
、
世�
賦
頌
を
尚
び
、
皆

體(

作
風)

は

『

詩』
『

騒』
(『

詩
経
と

『

楚
辞』)

に
則
り
て
、
百
家
の
言
を
傍
綜(

網
羅)

す
。
建
安(

一
九
六
│
二
一
九)

に
至
る
に
及
び
て
、
詩
章(

詩
篇
の
創
作)

大
い
に
盛
ん

な
り
。
西
朝(

西
晋)

の
末
に
逮
び
て
、
潘(

岳)

・
陸(

機)

の
徒
、
時
に
質
文(

質
朴
な
表
現
と
華
美
な
表
現)

有
り
と
雖
も
、
宗

歸(

理
想
と
す
る
と
こ
ろ)

は
異
な
ら
ざ
る
な
り
。

(

魏
の)

正
始(

二
四
〇
│
二
四
八)

中
、
王
弼
・
何
晏
、『

莊』

・『

老』

の
玄
勝(

超
俗)

の
談
を
好
み
て
、
世
は
遂
に
焉こ
れ

を
貴
ぶ
。

江
を
過
ぐ
る(

南
渡)

に
至
っ
て
、
佛
理(

仏
教
の
教
理)

尤
も
盛
ん
な
り
。
故
に
郭
璞
の
五
言(｢

遊
仙
詩｣)

、
始
め
て
道
家
の
言
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を
會
合(

聚
合)

し
て
之
を
韻(

詠)

ず
。(

許)

詢
及
び
太
原
の
孫
綽
、
轉
相

う

た

た
祖
尚(

継
承)

し
、
又
加
ふ
る
に
釋
氏
三
世(

仏
教

の
過
去
・
現
在
・
未
来)

の
辭
を
以
て
し
て
、『

詩』
『

騒』

の
體
は
盡
き
た
り
矣
。
詢
・
綽
は
並
び
に
一
時
の
文
宗(

当
時
の
詩
文

の
指
導
者)

た
れ
ば
、
此
れ
よ
り
作
者
は
悉
く
之
を
體
と
す
。(

東
晋
末
の)

義
熙(

四
〇
五
│
四
〇
八)

中
に
至
り
て
、
謝
混
始
め

て
改
む
。(『

世
説
新
語』

文
学
篇
注
・『

文
選』

沈
約

｢

宋
書
謝
霊
運
伝
論｣

李
善
注
、
並
引)

２.

梁
の
沈
約

｢『

宋
書』

謝
靈
運
傳
の
論｣

：

漢
よ
り
魏
に
至
る
ま
で
、
四
百
餘
年
、
辭
人
才
子
、
文
體(

詩
文
の
作
風)

三
た
び
變
ず
。(

司
馬)

相
如
は
工た

く

み
に
形
似(

写
実)

の
言
を
爲
し
、
二
班(

班
彪
・
班
固)

は
情
理(

道
理)

の
説
に
長
じ
、
子
建(

曹
植)

・
仲
宣(

王
粲)

は
、
氣
質(

個
性)

を
以
て

體(

作
風)

と
爲
し
、
並
び
に
能(

才
能)

を�か
か

げ
美
を
擅

ほ
し
い
ま
まに
し
て
、
獨
り
當
時
に
映

か
が
や
く
。
是こ

こ

を
以
て
一
世
の
士
は
、
各�
相
慕
習

す
。
其
の�
流(

風
潮)
の
始
ま
る
と
こ
ろ
を
原
ぬ
る
に
、
祖
を

『

風』
『

騒』
(『

詩
経』

と

『

楚
辞』)

に
同
じ
う
せ
ざ
る
は
莫
し
。

徒た

だ
賞
好(

好
み)

情
を
異
に
す
る
を
以
て
、
故
に
意
製(

創
作)

相
詭た

が

ふ
の
み
。

降
り
て(

西
晋
の)

元
康(

二
九
一
│
二
九
九)

に
及
ぶ
や
、
潘(

岳)

・
陸(

機)

特ひ
と

り
秀
で
、
律(

リ
ズ
ム)

は
班(

固)

・
賈(

誼)

に
異
な
り
、
體(

作
風)

は
、
曹(

植)
・
王(

粲)

を
變
じ
、
縟
旨(

手
の
こ
ん
だ
内
容)

は
星
の
ご
と
く
稠し
げ

く
、
繁
文(

飾
り
た
て

た
表
現)

は
綺あ
や

の
ご
と
く
合
し
、
平
臺(
前
漢
、
梁
の
孝
王
の
文
壇)

の
逸
響
を
綴
り
、
南
皮(

三
国
魏
の
建
安
文
壇)

の
高
韻
を
采

り
、
遺
風
餘
烈
、
事
は
江
右(

中
原)

に
極
ま
る
。

晉
の
中
興(

東
晋)

に
在
り
て
、
玄
風
は
獨
り
扇さ

か

ん
と
な
り
、
學
を
爲お

さ

む
る
や
柱
下(

老
子)

に
窮と

ど

ま
り
、
物
を
博
む
る
や
七
篇

(

荘
子)

に
止
ま
り
、
文
辭
を
馳
騁
す
る
も
、
義(

内
容)
は
此こ

こ

に
殫つ

き
た
り
。
建
武(

三
一
七
│
三
一
八)

よ
り
義
熙(

四
〇
五
│
四

一
八)

に
曁お
よ

ぶ
ま
で
、
載と
し

を�
る
こ
と
將ま
さ

に
百
な
ら
ん
と
し
、
響
を
比な
ら

べ
辭
を
聯つ
ら

ぬ
る
こ
と
、
波
の
ご
と
く
屬つ
づ

き
雲
の
ご
と
く
委か
さ

な
る
と
雖
も
、
言
を(

老
子
の)

｢

上
徳｣

(

最
上
の
徳)

に
寄
せ
、
意
を(

荘
子
の)

｢

玄
珠｣

(

無
上
の
道)

に
託
せ
ざ
る
は
莫
く
、

遒
麗
の
辭
、
焉こ

れ

を
聞
く
無
き
の
み
。(

殷)

仲
文
は
始
め
て
孫(

綽)
・
許(

詢)

の(

玄
言
詩
の)

風
を
革

あ
ら
た
め
、(

謝)

叔
源
も
大
い
に

太
元(

東
晋
末
、
太
元
年
間
の
老
荘
の
学)

の
氣
を
變
ず
。

爰こ
こ

に
宋
氏
に
逮
び
て
、
顏(

延
之)

・
謝(

靈
運)

は
聲(

名
声)

を
騰あ

ぐ
。
靈
運
の
興
會�
擧(

興
趣
の
卓
抜
さ)

、
延
年
の
體
裁
明

密(

構
成
の
詳
密
さ)

は
、
並
び
に
軌

わ
だ
ち
を
前
秀
に
方な

ら

べ
、
範
を
後
昆
に
垂
る
。

｢

荘
老
告
退
、
山
水
方
滋｣
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３.

梁
の
劉�『
文
心
雕
龍』

明
詩
篇
：

江
左(

東
晋)

の
篇
製
は
、
玄
風(

道
家
の
哲
学
的
風
潮)

に
溺
れ
、
徇
務
の
志
を
嗤
笑
し
て
、
忘
機
の
談(

超
俗
的
な
清
談)

を
崇

盛
す
。
袁(

宏)

・
孫(

綽)

以
下
、
各�
雕
采
有
り
と
雖
も
、
辭
趣
は
揆
を
一
に
し
て
、
與と

も

に
雄
を
爭
う
も
の
莫
し
。
景
純(

郭

璞)
の
仙
篇(｢

遊
仙
詩｣)

、
挺
拔
し
て
俊
と
爲
す
所
以
な
り
。

宋
初
の
文
詠
は
、
體(

作
風)

に
因
革(

因
習
と
変
革)

有
り
。
莊
老
退
く
を
告
げ
て
、
山
水
方
に
滋
し
。
采
を
百
字
の
偶
に
儷な

ら

べ
、

價
を
一
句
の
奇
に
爭
い
、
情(

内
容)

は
必
ず
貌
を
極
め
て
以
て
物
を
寫
し
、
辭(

表
現)

は
必
ず
力
を
窮
め
て
新
し
き
を
追
う
。

此
れ
近
世
の
競
う
所
な
り
。

４.

梁
の
鍾�

『

詩
品』
序
：

(

西
晋
末
の)

永
嘉(

三
〇
七
│
三
一
三)

の
時
、�
老(

道
家)

を
貴
び
、
稍

や
う
や
く�
談(

高
踏
的
哲
学
談
義)

を
尚
ぶ
。
時
に
篇
什

(

詩
歌)

は
、
理(

哲
学
的
論
理)
其
の
辭(

表
現
の
文
学
性)

に
過
ぎ
、
淡
乎
と
し
て
味(

風
味)

寡
な
し
。

爰
に
江
左
に
及
び
、
微
波(

老
荘
の
風
潮)

は
尚
ほ
傳
は
る
。
孫
綽
・
許
詢
、
桓(

温)

・�(
亮)

の
諸
公
、
詩
は
皆
平
典(

平
板

で
類
型
的)

に
し
て
、
道�
論(

道
家
の
哲
学
論)

に
似
、
建
安(

漢
末
魏
初
の
建
安
文
学)

の
風
力(

生
命
力)

盡
き
た
り
。

是こ
れ

よ
り
先
、
郭
景
純(

郭
璞)

は
雋
上
の
才(
卓
越
し
た
詩
才)

を
用も

っ
て
、
其
の
體(

作
風)

を
創
變(

創
造
的
に
変
革)

し
、
劉
越

石(

劉�)
は
清
剛
の
氣(

清
純
剛
毅
な
気
力)
に
仗よ

っ
て
、
厥
の
美
を
賛
成(

助
成)

す
。
然
れ
ど
も
彼
は
衆
く
し
て
我
は
寡
な
く
、

未
だ
俗
を
動
か
す
こ
と
能
は
ず
。

(

東
晋
末
の)

義
熙(

四
〇
五
│
四
一
八)

中
に
逮
び
、
謝
益
壽(

謝
混)

斐ひ

然
と
し
て
繼
ぎ
作お

こ

る
。

(

宋
初
の)

元
嘉(

四
二
四
│
四
五
三)

中
、
謝
靈
運(

三
八
五
│
四
三
三)

有
り
。
才
高
く
詞
盛
ん
に
し
て
、
富�
蹤
し
た
が
い
難
く
、
固も
と

よ
り
已す

で

に
劉(�)
・
郭(

璞)

を
含
跨(

超
越)

し
、
潘(

岳)
・
左(

思)

を
凌
轢(

圧
倒)

す
。

以
上
、
こ
れ
ら
六
朝
後
期
の
歴
史
家
や
文
学
評
論
家
た
ち
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
過
江
後
、
東
晋
一
百
年
間
に
わ
た
る
貴
族
詩
壇
の
大

勢
は
、
折
し
も
貴
族
社
会
で
花
開
い
て
い
た
老
荘
的
清
談
と
相
俟
っ
て
、
許
詢(

三
二
三
？
│
三
五
二
？

(

２))

・
孫
綽(

三
〇
六
│
三
六
三

(

３))

を
は
じ
め
桓
温(

三
一
二
│
三
七
三)

・�
亮(

二
八
九
│
三
四
〇)

等
を
中
心
に
、
ひ
と
り

｢

玄
言
詩｣

だ
け
が
盛
行
を
き
わ
め
て
、
ど

の
作
品
も
恬
淡
と
し
て
千
篇
一
律
、
遒
麗
多
彩
な
辞
藻
を
見
る
こ
と
な
く
、
あ
た
か
も
老
荘
思
想
の
要
約
・
注
釈
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
。
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し
か
し
な
が
ら
一
方
、
こ
の
よ
う
に

｢

玄
言
詩｣

が
一
世
を
風
靡
し
て
い
た
東
晋
時
代
に
在
っ
て
も
、
な
お
か
か
る
玄
風
に
溺
れ
る
こ

と
な
く
、
こ
の
弊
風
を
打
破
し
変
革
し
よ
う
と
し
た
卓
見
の
詩
人
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
つ
と
に
過
江
前
後
に
は
、

文
藻
粲
麗
た
る
郭
璞(

二
七
六
│
三
二
四)

と
清
純
剛
毅
な
劉�(
二
七
〇
│
三
一
七)

と
い
う
二
人
の
逸
材
が
出
現
し
て
、
か
つ
て
の
王

粲
・
潘
岳
の
清
抜
豊
麗
な
藻
翰
へ
の
復
帰
変
革
を
試
み
た

(

４)

が
、
あ
ま
り
に
も
時
機
尚
早
で
あ
っ
た
た
め
に
、
衆
寡
敵
せ
ず
、
残
念
な
が

ら
俗
習
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
東
晋
末
期
の
義
熙(

四
〇
五
│
四
一
八)

年
間
に
至
っ
て
、
謝
混(

？
│
四
一
二)

・

殷
仲
文(

？
│
四
〇
七)

と
い
う
修
辞
文
学
の
領
袖
が
出
現
し
、
と
り
わ
け
謝
安
の
孫
に
あ
た
る
謝
混
は
、
か
つ
て
の
郭
璞
・
劉�
の

詩
風
を
復
活
継
承
す
べ
く
、
華
華
し
く
貴
族
詩
壇
に
登
場
し
て
、
あ
ら
た
め
て
当
時
の
沈
滞
し
た
作
風
の
改
革
を
始
め
た
。
か
く
て
宋

初
の
元
嘉(

四
二
四
│
四
五
三)
年
間
、
こ
う
し
た
東
晋
末
期
の
詩
壇
の
胎
動
を
承
け
て
、
そ
の
詩
風
を
飛
躍
的
に
発
展
せ
し
め
、
つ
い

に

｢

山
水
詩｣

と
い
う
富
艶
多
彩
な
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
た
希
世
の
詩
宗
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
謝
霊
運(

三
八
五
│
四
三
三)

で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
謝
霊
運
は

｢
山
水
詩｣

の
本
格
的
な
開
拓
者
で
あ
り
、
画
期
的
な
大
詩
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
実
は
、
す
で
に

清
朝
以
後
の
詩
豪
・
碩
学
た
ち
の
評
価
が
こ
れ
を
補
強
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

ａ.

王
士�

『

漁
洋
山
人
文
略』

巻
二
所
収

｢

雙
江
唱
和
集
の
序｣

：

漢
魏
の
間
の
詩
人
の
作
は
、
亦
た
山
水
と
了つ

ひ

に
相
及
ば
ず
。
元
嘉
の
間
に
謝
康
樂
の
出
づ
る
に�
ん
で
、
始
め
て
山
水
を
刻
畫

(

精
細
に
描
写)

す
る
の
詞
を
創
爲(

創
作)
し
、
務
め
て
幽
を
窮
め
渺
を
極
め
、
山
谷
水
泉
の
情�
を
抉え

ぐ

る
。
昔
人
云
う
所
の

｢

莊
老
退
く
を
告
げ
て
、
山
水
方
に
滋
し｣

な
る
者
な
り
。
宋
齊
以
下
、
率

お
ほ
む
ね
康
樂
を
以
て
宗(

宗
主)

と
爲
す
。

ｂ.

沈�
潛

『

説
詩�
語』

：

劉�
云
う

｢

莊
老
退
く
を
告
げ
て
、
山
水
方
に
滋
し｣
と
。
山
水
に
遊
ぶ
の
詩
は
、
應ま
さ

に
康
樂
を
以
て
開
先(

創
始
者)

と
爲
す

べ
き
な
り
。

ｃ.

章
炳
麟

『

國
故
論
衡』

辨
詩
：

玄
言
の
殺

お
と
ろ

ふ
る
や
、
語
は
田
舎(

農
村)

に
及
ぶ
。
田
舎
の�
ん
な
る
や
、
旁

あ
ま
ね

く
山
川
雲
物(

景
物)

に
及
ぶ
は
、
則
ち
謝
靈
運
之こ

れ

の
主
と
爲
る
。

等
の
所
見
が
そ
れ
で
あ
る
。

｢

荘
老
告
退
、
山
水
方
滋｣
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ち
な
み
に
謝
霊
運
は
、
東
晋
末
期
の
最
高
の
名
族
、
陳
郡
の
謝
氏
の
嫡
流
と
し
て
会
稽
に
出
生
。
晋
の
車
騎
将
軍(

第
二
品)

謝
玄

(
三
四
三
│
三
八
八)

の
愛
孫
。
祖
父
の
封
爵
を
襲
い
で
康
楽
県
公
と
な
り
、
謝
康
楽
と
称
せ
ら
れ
た
。
元
来
彼
は
、
会
稽
・
呉
興
に
わ

た
る
広
大
な
荘
園
を
有
し
て
豪
奢
な
生
活
に
明
け
暮
れ
て
い
た
が
、
そ
の
生
涯
の
大
半
は
皮
肉
に
も
老
荘
の
隠
遁
思
想
と
は
裏
腹
に
、

中
央
・
地
方
の
官
界
に
浮
沈
す
る
こ
と
長
年
月
に
及
び
、
最
後
に
は
反
逆
罪
に
問
わ
れ
て
棄
市
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。

一
方
、
謝
霊
運
の
詩
風
に
つ
い
て
は
、
梁
の
鍾�

『

詩
品』

巻
上(

上
品)

に
、｢

宋
、
臨
川
太
守
の
謝
靈
運
の
詩｣

と
題
し
て
次
の

ご
と
く
言
う

其
の
源
は
陳
思(
魏
の
曹
植)

に
出
づ
。
雜
ふ
る
に
景
陽(

西
晋
の
張
協)

の
體(

作
風)

有
り
。
故
に
巧
似(

形
似)

を
尚
ぶ
も
、

逸
蕩(

自
由
豁
達)
な
る
こ
と
之
に
過
ぎ
、
頗
る
繁
蕪(

繁
雑)

を
以
て�
と
爲
す
。�
謂お

も

へ
ら
く
、｢

若
か
く
の
ご
とき
人
は
興
多
く
才
高
く

し
て
、
目
に
寓ふ

る
れ
ば
輒
ち
書
し
、
内
に
乏
し
き
思
ひ
無
く
、
外
に
遺の

こ

せ
る
物
無
し
。
其
の
繁
富(

豊
富)

な
る
こ
と
宜む

べ

な
る
哉
。

然
れ
ど
も
名
章
迥
句(

名
文
秀
句)

は
處
處(

至
る
と
こ
ろ)

に
間�
し(

代
わ
る
代
わ
る
現
わ
れ)

、
麗
典(

美
麗
に
し
て
典
雅)

な
る

新
聲(

新
案
の
詩
歌)

は
、
絡
繹
と
し
て
奔か

け

り
會あ

つ

ま
る
。
譬
へ
ば
猶
ほ
青
松
の
灌
木
に
拔
き
ん
で
、
白
玉
の
塵
沙
に
暎
ず
る
が
ご

と
く
、
未
だ
其
の
高
潔
を
貶お

と

し
む
る
に
足
ら
ず｣

と
。

こ
の
評
語
に
よ
れ
ば
、
謝
霊
運
の
詩
風
は
、
才
学
横
溢
、
詞
藻
富
艶
、
繁
雑
な
ま
で
に
形
似
を
追
求
し
、
努
め
て
平
凡
素
朴
な
表
現

を
避
け
て
新
奇
多
彩
な
語
彙
を
駆
使
し
た
出
色
の
も
の
で
あ
っ
た
。

で
は
、
謝
霊
運
の
山
水
詩
の
実
態
は
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
節
で
は
、
一
応
こ
れ
を
眺
め
て
み

る
こ
と
に
し
よ
う
。

二

謝
霊
運
の
山
水
詩

そ
も
そ
も
謝
霊
運
は
、
後
世

｢

山
水
詩｣

と
称
せ
ら
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
本
格
的
な
叙
景
詩
を
い
つ
ご
ろ
か
ら
作
り
は
じ
め
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

今
試
み
に
謝
霊
運
の
現
存
詩
集
を
通
覧
し
て
み
る
と
、
た
し
か
に
彼
の
山
水
描
写
の
詩
句
は
、
若
干
な
が
ら
夙
に
東
晋
末
期
、
安
帝
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の
義
熙
年
間
の
作
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
義
熙
十
四
年(

四
一
八)

九
月
九
日
の
重
陽
節
、
彼
三
十
四
歳
の
作

｢

九
日
、

宋
公(
劉
裕)

戯
馬
台
の
集
い
に
従
い
、
孔
令(

尚
書
令
の
孔
靖)

を
送
る｣

詩
の
冒
頭
に
見
え
る
四
句

季
秋
邊
朔
苦

季
秋

辺
朔
苦
し
く
、

旅
雁
違
霜
雪

旅
雁
も
霜
雪
を
違さ

く
。

淒
淒
陽
卉
腓

淒
淒
と
し
て
陽
卉
腓し

ぼ

み

(

５)

、

皎
皎
寒
潭�
皎
皎
と
し
て
寒
潭
潔
し
。(『

文
選』

巻
二
〇)

が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
程
度
の
簡
朴
陳
腐
な
叙
景
表
現
な
ら
ば
、
な
に
も
こ
の
謝
霊
運
詩
に
特
別
な
現
象
で
は
な
く
、
彼
以

前
の
詩
人
に
も
習
見
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
と
り
わ
け
建
安
の
曹
植
・
王
粲
、
西
晋
の
潘
岳
・
張
協
・
陸
機
、
東
晋
の
郭
璞
・
謝
混

ら
の
詩
篇
に
は
、
こ
れ
以
上
に
巧
麗
多
彩
な
自
然
描
写
に
少
な
か
ら
ず
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

だ
と
す
れ
ば
、
謝
霊
運
が
初
め
て
明
媚
な
山
水
に
魅
了
さ
れ
て
本
格
的
に

｢

山
水
詩｣

を
作
り
始
め
た
の
は
、
す
で
に
小
尾
郊
一

『

謝
霊
運

孤
独
の
山
水
詩
人

』
(
東
京
、
汲
古
書
院
刊
、
一
九
八
三
年)

後
編

｢

山
水
を
う
た
う
詩｣

に
い
み
じ
く
も
指
摘
し
た

よ
う
に
、
劉
宋
王
朝
開
国
直
後
の
永
初
三
年(
四
二
二)

秋
、
彼
三
十
八
歳
の
作

｢

始
寧(

今
の
浙
江
省
上
虞
県)

の
墅
に
過よ
ぎ

る｣

詩
を

作
っ
た
時
と
推
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
小
尾
論
文
に
は
言
う

彼(

謝
霊
運)

の
詩
に
叙
景
が
多
く
な
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
山
水
詩
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
が
出
現
し
た
の
は
、
永
嘉
の
太
守
に
赴
任

す
る
途
中
、
故
郷
の
始
寧
に
立
ち
寄
っ
た
時
作
っ
た
詩
が
始
め
て
で
あ
る
。
そ
れ
は

｢

始
寧
の
墅
に
過
ぎ
る｣

(『

文
選』

巻
二
六)

と
名
づ
く
る
も
の
で
、
彼
の
三
十
八
歳
の
時
の
も
の
で
あ
る
。
都
か
ら
永
嘉
に
出
立
す
る
時
作
っ
た
も
の
に

｢

永
初
三
年
七
月
十

六
日
、
郡
に
之
か
ん
と
し
、
初
め
て
都
を
発
つ｣

及
び

｢
鄰
里
、
方
山
に
相
送
る｣

の
詩
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
全
く
叙
景
は

現
わ
れ
て
い
な
い
。(

二
八
六
│
二
八
七
頁)

と
こ
ろ
で
、
こ
の

｢

始
寧
の
墅
に
過
ぎ
る｣

詩
は
、
私
が
一
見
す
る
か
ぎ
り
、
典
故
の
用
い
か
た
が
相
当
に
複
雑
で
あ
り
、
従
っ
て

詩
句
表
現
も
意
外
に
精
巧
な
よ
う
で
あ
っ
て
、
全
篇
か
な
り
難
解
な
印
象
を
受
け
る
が
、
と
に
か
く
一
応
読
み
く
だ
し
て
み
る
こ
と
に

し
よ
う束

髮
懷
耿
介

束
髪
し
て
よ
り
耿
介
を
懐
く
も
、

｢

荘
老
告
退
、
山
水
方
滋｣
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逐
物
遂
推
遷

物
を
逐
ひ
て
遂
に
推
遷
す
。

違
志
似
如
昨

志
に
違
ふ
こ
と
昨
の
如
き
に
似
た
る
も
、

二
紀
及
茲
年

二
紀
に
し
て
茲
の
年
に
及
べ
り
。

緇�
謝
清
曠

緇�
清
曠
に
謝は

ぢ
、

疲�
慙
貞
堅

疲�
貞
堅
に
慙
づ
。

拙
疾
相
倚
薄

拙
疾

相
倚
薄
し
、

還
得
靜
者

(

６)

便｣
還
っ
て
静
者
の
便
を
得
た
り
。｣

剖
竹
守
滄
海

竹
を
剖
き
て
滄
海
に
守
た
り
、

枉
帆
過
舊
山

帆
を
枉
げ
て
旧
山
に
過よ

ぎ

れ
り
。

山
行
窮
登
頓

山
行
し
て
は
登
頓
を
窮
め
、

水
渉
盡�
沿

水
渉
し
て
は�
沿
を
尽
く
す
。

巖
峭
嶺
稠
疊

巌
は
峭け

は

し
く
嶺
は
稠
畳
、

洲�
渚
連
緜

洲
は�め
ぐ

り
て
渚
は
連
綿
。

白
雲
抱
幽
石

白
雲
は
幽
石
を
抱
き
、

�
篠
媚
清
漣

緑
篠
は
清
漣
に
媚
ぶ
。

葺
宇
臨
迴
江

宇
を
葺
き
て
迴
江
に
臨
み
、

築
觀
基
曾
巓｣

観
を
築
き
て
曽
巓
に
基
づ
く
。｣

揮
手
告�
曲

手
を
揮
ひ
て
郷
曲
に
告
ぐ
、

三
載
期
歸
旋

三
載
に
し
て
帰
旋
を
期
す
。

且
爲
樹
枌�
且

し
ば
ら

く
為
に
枌�
を
樹
ゑ
、

無
令
孤
願
言｣

願
言
に
孤そ
む

か
し
む
る
な
か
れ
と
。｣
｢

髪
を
つ
か
ね
た
幼
少
の
時
か
ら
堅
く
反
骨
の
節
操
を
心
掛
け
て
き
た
が
、
つ
い
つ
い
俗
っ
ぽ
い
仕
官
の
道
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
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な
り
、
か
く
て
そ
の
ま
ま
歳
月
が
推
移
し
て
し
ま
っ
た
。
素
志
に
背
い
た
の
は
ほ
ん
の
昨
日
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
に
、
早
く
も
二
十

余
年
の
歳
月
が
過
ぎ
て
、
つ
い
に
今
年
と
は
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
や
私
は
、
世
俗
に
ま
み
れ
て
晴
朗
さ
を
失
な
い
、
仕
途
に
疲
れ
果

て
て
貞
固
さ
も
無
く
な
っ
た
。
だ
が
、
宮
仕
え
の
拙
劣
さ
と
わ
が
身
の
多
病
と
が
重
な
り
合
っ
た
お
蔭
で
、
却
っ
て
故
郷
に
帰
れ
る
絶

好
の
機
会
を
得
た
。

か
く
て
私
は
、
郡
の
太
守
に
任
ぜ
ら
れ
て
南
の
か
た
東
海
の
永
嘉
郡(

今
の
浙
江
省
温
州
市
一
帯)

に
赴
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の

途
次
、
舟
路
を
遠
回
り
し
て
故
郷
の
始
寧
の
旧
居
に
立
ち
寄
っ
た
わ
け
だ
。
そ
の
間
、
山
を
巡
っ
て
は
峰
や
谷
を
く
ま
な
く
登
り
降
り
、

川
を
わ
た
っ
て
は
上
流
も
下
流
も
見
尽
く
し
た
。
巨
大
な
岩
は
鋭
く
そ
そ
り
立
ち
、
高
い
峰
が
び
っ
し
り
と
重
な
っ
て
お
り
、
ま
た
川

の
中
洲
は
長
々
と
め
ぐ
り
、
波
打
ち
際
が
は
る
か
に
つ
づ
い
て
い
る
。
峰
に
涌
く
白
雲
は
深
山
の
石
を
抱
く
が
ご
と
く
、
岸
辺
の
緑
竹

は
清
ら
か
な
さ
ざ
波
に
美
し
く
映
じ
て
い
る
。
そ
し
て
私
の
別
荘
は
、
入
り
こ
ん
だ
江
流
を
眼
下
に
し
て
屋
宇
を
か
ま
え
、
高
い
山
頂

を
土
台
に
し
て
高
い
建
物
を
築
い
て
い
る
。

や
が
て
手
を
振
っ
て
別
れ
る
際
に
は
、
こ
の
故
郷
の
人
々
に
告
げ
た

『

任
期
の
三
か
年
が
終
っ
た
ら
必
ず
こ
こ
へ
帰
っ
て
く
る
ぞ
。

ま
あ
と
も
か
く
私
の
た
め
に
棺
桶
用
の
に
れ
、
、
や
ひ
さ
ぎ

、
、
、で
も
植
え
て
お
い
て
、
私
の
願
望
を
裏
切
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
て
く
れ』

と
。｣

も
し
か
す
る
と
謝
霊
運
は
、
仕
官
以
来
ほ
ぼ
二
十
年
ぶ
り
に
始
め
て
故
郷
の
荘
園
に
帰
来
し
て
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
明
媚
多
彩
な
山

水
に
魅
了
さ
れ
、
は
か
ら
ず
も
こ
の
山
水
美
を
詩
作
に
再
現
す
る
契
機
を
つ
か
ん
で
、
そ
の
興
感
を
起
こ
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

そ
こ
で
今
度
は
多
少
観
点
を
変
え
て
、
謝
霊
運
の
現
存
詩
篇
中
、
山
水
描
写
の
比
率
が
最
も
多
い
作
品
を
挙
げ
て
み
る
こ
と
に
し
よ

う
。
前
述
の
小
尾
論
文

(

７)

に
拠
れ
ば
、
そ
れ
は｢

南
山
よ
り
北
山
に
往
か
ん
と
し
、
湖
中
を
経
て
瞻
眺
す｣

詩(『

文
選』

巻
二
二)

で
あ
っ

て
、
全
篇
二
十
二
句
中
、
叙
景
部
分
が
実
に
そ
の
八
割
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
詩
に
言
う

朝
旦
發
陽
崖

朝
旦
に
陽
崖(

南
山)

を
発
し
、

景
落
憩
陰
峯

景ひ

落
ち
て
陰
峯(

北
山)

に
憩
ふ
。

舍
舟
眺
迥
渚

舟
を
舎
て
て
迥は

る

か
な
る
渚
を
眺
め
、

停
策
倚
茂
松

策つ
ゑ

を
停
め
て
茂
れ
る
松
に
倚
る
。

側
逕�
窈
窕

側
逕
は
既
に
窈
窕
た
り
、

｢

荘
老
告
退
、
山
水
方
滋｣
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環
洲
亦
玲
瓏

環
洲
は
亦
た
玲
瓏
た
り
。

俛
視
喬
木
杪

俛ふ

し
て
喬
木
の
杪

こ
ず
ゑ

を
視
、

仰
聆
大
壑�
仰
い
で
大
壑
の�(
合
流)

を
聆き

く
。

石
横
水
分
流

石
横
た
わ
り
て
水
は
流
れ
を
分
ち
、

林
密
蹊
絶
蹤

林
密し

げ

く
し
て
蹊

こ
み
ち
は
蹤あ

と

を
絶
つ
。

解
作
竟
何
感

解
作(

造
化
の
営
み)

竟
に
何
を
か
感う

ご

か
す

升
長
皆�
容

升
長

皆

豊
容
た
り
。

初
篁
苞��
初
篁
は
緑�
に
苞つ

つ

ま
れ
、

新
蒲
含
紫
葺

新
蒲
は
紫
葺
を
含
む
。

海�
戲
春
岸

海�
は
春
岸
に
戯
れ
、

天�
弄
和
風｣

天�
は
和
風
に
弄

た
は
む
る
。｣

撫
化
心
無
厭

化
に
撫
し
た
が
ひ
て

心

厭
く
な
く
、

覽
物
眷
彌
重

物
を
覧
て

眷
い
つ
く
し
み
弥�
重
な
る
。

不
惜
去
人
遠

去
人(

古
人)

の
遠
き
を
惜
し
ま
ず
、

但
恨
莫
與
同

但
だ
与
同

と

も

に
す
る
莫
き
を
恨
む
。

孤
遊
非
情
歎

孤
遊
は
情
の
歎
く
と
こ
ろ
に
非
ず
、

賞
廢
理
誰
通

賞
廃す

た

れ
な
ば

理

誰
か
通
ぜ
ん
。｣

一
読
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
詩
は
、
前
述
の

｢

始
寧
の
墅
に
過
る｣

詩
の
場
合
と
は
若
干
相
異
な
り
、
前
置
き
の
形
式
的
な

導
入
部
分
を
一
切
省
略
し
て
、
い
き
な
り
山
水
景
物
の
描
写
か
ら
始
ま
り
、
こ
の
景
象
描
写
が
そ
の
ま
ま
全
篇
の
主
要
部
位
を
占
め
て

い
る

｢

夜
明
け
の
こ
ろ
南
山
を
出
発
し
て
、
日
が
沈
む
こ
ろ
北
山
に
到
着
し
て
身
を
休
め
た
が
、
そ
の
水
行
途
上
、
巫
湖
で
は
、
時
に
舟
を

捨
て
て
遥
か
に
つ
づ
く
中
洲
を
眺
め
た
り
、
時
に
杖
を
停
め
て
茂
っ
た
老
松
に
身
を
寄
せ
か
け
た
り
も
し
た
。
山
沿
い
の
小
道
は
う
ね
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う
ね
と
長
く
つ
づ
い
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
曲
線
を
描
く
波
う
ち
ぎ
わ
も
清
ら
か
に
透
き
通
っ
て
い
た
。
ま
た
山
上
で
は
俯
し
て
高

い
大
樹
の
梢
を
見
下
し
、
山
峡
で
は
仰
い
で
深
い
谷
間
に
合
流
す
る
水
の
響
き
に
耳
を
傾
け
た
。
石
が
横
た
わ
っ
て
川
が
流
れ
を
分
け

て
い
た
り
、
林
が
び
っ
し
り
茂
っ
て
山
道
が
ど
こ
だ
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
り
も
し
た
。
そ
も
そ
も
天
地
の
凍
結
が
解と

け
て
雷
雨

が
作お

こ
り
草
木
が
蘇
生
す
る
造
化
の
営
み
は
、
い
っ
た
い
何
を
感
動
さ
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。
と
に
か
く
生
長
す
る
草
木
は
一
つ
残
ら
ず

生
命
力
に
満
ち
溢
れ
て
生
い
茂
っ
て
い
る
。
生
え
出
た
ば
か
り
の
竹
の
子
は
緑
の
皮
に
つ
つ
ま
れ
、
新
し
い
蒲
の
茎
先
に
は
既
に
紫
色

の
穂
を
含
ん
で
い
る
。
波
間
の�
は
春
の
お
だ
や
か
な
岸
辺
に
た
わ
む
れ
、
錦
鶏

に
し
き
ど
り
は
な
ご
や
か
な
春
風
を
楽
し
ん
で
い
る
。

天
地
の
移
ろ
い
に
身
を
委
ね
て
お
れ
ば
心
は
満
ち
足
り
て
飽
き
る
こ
と
な
く
、
自
然
の
景
物
を
眺
め
て
い
る
と
愛
着
も
ま
す
ま
す
深

く
な
る
も
の
だ
。
今
更
こ
の
造
化
の
営
み
を
知
る
古
人
が
遥
か
な
昔
に
い
な
く
な
っ
た
こ
と
ぐ
ら
い
は
口
惜
し
く
思
わ
な
い
が
、
し
か

し
古
人
と
共
に
こ
の
自
然
観
賞
が
で
き
な
い
の
は
残
念
だ
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
自
分
一
人
の
孤
独
な
遊
楽
ぐ
ら
い
は
深
く

嘆
く
に
当
た
ら
な
い
が
、
も
し
こ
の
自
然
観
賞
が
絶
え
て
し
ま
っ
た
ら
、
こ
の
理
念
は
、
い
っ
た
い
誰
が
理
解
で
き
る
と
言
う
の
だ
。｣

今
、
自
分
が
、
こ
の
明
媚
多
彩
な
山
水
を
賞
美
し
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
詩
文
に
留
め
て
お
か
な
け
れ
ば
、
い
っ
た
い
自
然
観
賞
の
理

念
は
ど
う
な
っ
て
ゆ
く
の
か

。
こ
の
よ
う
な
謝
霊
運
の
山
水
美
に
対
す
る
悲
し
い
ま
で
の
執
念
さ
え
、
わ
れ
わ
れ
は
ひ
し
ひ
し
と

感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
念
の
た
め
に
、
謝
詩
中
、
前
出
の
詩
篇
に
次
い
で
山
水
描
写
が
多
き
を
占
め
る
作
品
を
挙
ぐ
れ
ば
、｢

斤
竹
澗
よ
り
嶺
を
越

え
て
渓
行
す｣

詩(『

文
選』

巻
二
二)

に
以
下
の
ご
と
く
言
う

�
鳴
誠
知
曙�
鳴
き
て
誠
に
曙

あ
か
つ
きを
知
れ
ど
も
、

谷
幽
光
未
顯

谷
幽ふ

か

く
し
て
光
未
だ
顕
ら
か
な
ら
ず
。

巖
下
雲
方
合

巌
下

雲
は
方ま

さ

に
合あ

つ

ま
り
、

花
上
露
猶�
花
上

露
は
猶な

ほ�し
た
た
る
。

逶�
傍
隈�
逶�
と
し
て
隈�
に
傍そ

ひ
、

�
遞
陟���
遞
と
し
て��
を
陟の
ぼ

る
。

過
澗��
急

澗
た
に
が
はを
過
ぎ
て
は
既
に�

わ
た

る
こ
と
急

あ
わ
た
だし
く
、

｢

荘
老
告
退
、
山
水
方
滋｣
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登
棧
亦
陵
緬

棧
か
け
は
しを
登
り
て
は
亦
た
陵こ

ゆ
る
こ
と
緬は

る

か
な
り
。

川
渚�
逕
復

川
渚��
逕
復
し
、

乘
流
翫
迴
轉

流
れ
に
乗
り
て
迴
轉
を
翫た

の

し
む
。

蘋
萍
泛
沈
深

蘋
萍
は
沈
深
に
泛う

か

び
、

菰
蒲
冒
清
淺

菰
蒲
は
清
浅
を
冒お

ほ

ふ
。

企
石�
飛
泉

石
に
企

つ
ま
だ

ち
て
飛
泉
を�く

み
、

攀
林
摘
葉
卷｣
林
を
攀ひ

き
て
葉
巻
を
摘
む
。｣

想
見
山
阿
人

想
見
す

山
阿
の
人
、

薜
蘿
若
在
眼

薜
蘿

眼
に
在
る
が
若ご

と

し
。

握
蘭
勤
徒
結

蘭
を
握と

る
も

勤う
れ

ひ

徒
い
た
づ
らに
結
び
、

折
麻
心
莫
展

麻
を
折
る
も

心

展の

ぶ
る
莫
し
。

情
用
賞
爲
美

情
は
賞
を
用も

つ

て
美
と
為
す
も
、

事
昧
竟
誰
辨

事
は
昧く

ら

く
し
て
竟
に
誰
か
弁
ぜ
ん
。

觀
此
遺
物
慮

此
れ
を
観
て
物
慮
を
遺わ

す

れ
、

一
悟
得
所
遣｣

一
た
び
悟
り
て
遣や

る
所
を
得
た
り
。｣

こ
の
詩
も
、
や
は
り
序
言
部
分
を
省
略
し
て
、
い
き
な
り
山
水
景
物
の
描
写
か
ら
始
ま
り
、
全
篇
二
二
句
中
、
そ
の
記
遊
・
写
景
部

分
が
六
割
強
の
一
四
句
を
占
め
て
い
る

｢

猿
の
鳴
き
声
を
聞
い
て
、
た
し
か
に
夜
明
け
を
感
じ
取
っ
た
が
、
谷
が
深
い
の
で
日
の
光
り
は
ま
だ
分
明
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、

そ
そ
り
立
つ
巨
巖
の
下
に
は
朝
雲
が
や
っ
と
集
ま
り
は
じ
め
、
美
し
い
野
花
の
上
に
は
朝
露
が
な
お
も
滴
り
落
ち
て
い
る
。
私
は
、
う

ね
う
ね
と
曲
が
り
く
ね
っ
た
山
路
や
川
岸
を
た
ど
り
、
は
る
ば
る
と
つ
づ
く
山
坂
や
小
高
い
峰
を
登
っ
て
ゆ
く
。
谷
川
を
越
え
る
と
き

に
は
大
急
ぎ
で
徒か

ち
わ
た
っ
た
ば
か
り
か
、
さ
ら
に
は
懸
橋
を
登
る
と
き
に
も
遥
か
な
路
を
越
え
て
行
っ
た

(

８)

。
川
の
水
際
は
至
る
と
こ

ろ
で
曲
が
り
く
ね
り
、
流
れ
に
従
っ
て
そ
の
回
航
を
満
喫
し
た
。
見
れ
ば
、
か
ず
か
ず
の
浮
草
が
深
い
淵
泉
に
た
だ
よ
い
、
さ
ま
ざ
ま
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な
水
草
が
澄
ん
だ
浅
瀬
を
覆
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
時
に
は
石
の
上
で
伸
び
上
が
っ
て
滝
の
水
を
汲
ん
だ
り
、
時
に
は
林
の
木
に
手
を

差
し
伸
べ
て
若
芽
を
摘
ん
だ
り
も
し
た
。

か
く
て
山
蔭
に
住
み
な
す
隠
者
が
あ
り
あ
り
と
想
像
さ
れ
て
き
て
、
そ
の
隠
者
が
着
る
つ
た
か
ず
ら

、
、
、
、
、
の
服
が
、
あ
た
か
も
眼
前
に
現

わ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
現
実
は
、
香
り
高
い
蘭
を
採
っ
て
も
憂
愁
は
空
し
く
胸
を
ふ
さ
ぐ
ば
か
り
で
あ
り
、
ま
た
疏
麻

(

神
麻)

の
美
し
い
芳
花
を
手
折
っ
て
も
わ
が
心
は
晴
れ
る
時
と
て
な
い
。
心
情
で
は
自
然
観
賞
を
素
晴
ら
し
い
こ
と
と
思
う
け
れ
ど

も
、
そ
の
実
践
内
容
は
分
か
り
に
く
い
の
で
、
い
っ
た
い
誰
が
こ
れ
を
解
明
で
き
よ
う
。
と
に
か
く
私
は
、
こ
の
美
し
い
山
水
を
眺
め

て
い
る
う
ち
に
俗
世
間
の
憂
い
な
ど
忘
れ
去
り
、
ぱ
っ
と
悟
り
が
開
け
て
無
心
の
境
地
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
。｣

こ
の
詩
に
所
謂

｢

賞｣
は
、
小
尾
論
文
に
よ
れ
ば
、
自
然
観
賞
の
意
に
近
い
よ
う
で
あ
り
、
さ
ら
に
的
確
に
言
え
ば
、
世
俗
を
超
越

し
て
山
水
自
然
と
物
我
一
体
と
な
っ
た
隠
遁
的
境
地
を
意
味
す
る

(

９)

。
思
う
に
、
謝
霊
運
の
こ
の
自
然
観
賞
の
境
地
は
、
も
ち
ろ
ん
元
来

は
老
荘
思
想
・
仏
教
思
想
に
導
か
れ
た
彼
の
理
想
的
生
活
心
境
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
所
詮
は
貴
族
的
な
遊
楽
の
範
疇
に
属
す
る
消
閑

的
理
念
に
過
ぎ
な
い
。
が
、
こ
の
詩
に
よ
る
か
ぎ
り
、
当
の
謝
霊
運
に
と
っ
て
は
、
か
け
が
え
の
な
い
、
悲
壮
な
使
命
感
に
も
似
た

｢

悟
り｣

の
境
地
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
謝
霊
運
の
現
存
詩
篇
中
、
そ
の
山
水
詩
の
成
立
事
情
を
考
察
す
る
上
で
特
に
注
目
さ
れ
る
作
品
三
篇
を
例
示
し

た
が
、
こ
の
三
篇
は
、
必
然
的
に
か
偶
然
に
か
、
い
ず
れ
も
始
寧
の
荘
園
に
お
い
て
作
っ
た
雄
篇
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
の
み

な
ら
ず
、
彼
が
こ
の
別
墅
に
お
い
て
山
水
を
詠
じ
込
ん
だ
詩
篇
は
、
右
記
三
篇
以
外
に
も
、
例
え
ば

｢

田
南
に
園
を
樹き

づ

き
、
流
れ
を
激は

ば

み
援か

き

を
植
う｣

詩(『

文
選』

巻
三
〇)

・｢

石
門
に
新
た
に
住
す
る
所
を
營
む
。
四
面
に
は
高
山
・
廻
渓
・
石�
・
脩
竹
・
茂
林
あ
り｣

詩(

同
上)

・｢

石
壁
の
精
舎
よ
り
湖
中
に
還
る
の
作｣

(『

文
選』
巻
二
二)

・｢

南
樓
の
中
、
遲ま

つ
所
の
客
を
望
む｣

(『

文
選』

巻
三
〇)

・

｢

石
門
の
最
高
頂
に
登
る｣

詩(『

文
選』

巻
二
二)

等
、
少
な
か
ら
ず
こ
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
謝
霊
運
の
山
水
詩
の
制
作
傾
向
か
ら
総
合
的
に
推
察
す
る
と
、
わ
れ
わ
れ
が
彼
の
山
水
詩
の
成
立
事
情
を

考
察
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
一
応
な
が
ら
謝
霊
運
が
本
格
的
に
山
水
詩
を
作
り
は
じ
め
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
ご
と
く
劉
宋
王

朝
建
国
初
頭
の
武
帝
永
初
三
年(

四
二
二)

ご
ろ
と
想
定
し
、
ま
た
謝
霊
運
を
終
始
最
も
強
力
に
山
水
詩
の
創
作
に
駆
り
立
て
た
環
境

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
一
律
に
彼
の
山
水
詩
全
般
か
ら
考
え
る
の
で
は
な
く
、
特
に
始
寧
の
広
大
な
荘
園
に
作
詩
の
焦
点
を
絞
っ
て
こ

｢
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れ
を
想
定
し
て
み
て
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
思
う
に
、
こ
の
よ
う
な
一
応
の
想
定
も
、
あ
な
が
ち
無
暴
な
予
測
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
な
ぜ
山
水
詩
は
、
東
晋
の
中
末
期
で
は
な
く
、
よ
う
や
く
劉
宋
初
頭
に
至
っ
て
、
始
め
て
勃
然
と
し
て
謝
霊
運
と
い
う
超
一

流
の
貴
族
文
人
に
よ
っ
て
本
格
的
に
作
ら
れ
は
じ
め
た
の
か
。
ま
た
東
晋
中
期
の
玄
言
詩
の
全
盛
時
代
と
劉
宋
初
頭
の
山
水
詩
の
勃
興

期
と
の
間
に
は
、
な
に
か
当
時
の
文
運
を
左
右
す
る
ほ
ど
の
決
定
的
大
事
件
で
も
介
入
し
て
き
た
の
か
。

次
章
で
は
、
そ
の
歴
史
的
・
社
会
的
な
変
動
の
必
然
性
を
私
な
り
に
究
明
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

三�
水
の
戦
と
新
興
軍
事
政
権
の
擡
頭

１.�
水
の
戦
の
経
緯

東
晋
一
百
年
も
既
に
そ
の
三
分
の
二
を
経
過
し
た
終
末
期
、
孝
武
帝
の
太
元
八
年(

三
八
三)

、
北
朝
の
前
秦
王
苻
堅
は
無
慮
百
万
の

大
軍
を
率
い
て
南
下
し
、
つ
い
に
東
晋
の
東
北
境
域
に
入
寇
し
て
き
た
。
か
く
て
戦
機
が
熟
し
て
、
そ
の
前
秦
軍
と
、
こ
れ
を
迎
え
撃

つ
東
晋
軍
と
は
、
い
よ
い
よ
寿
春
・
淮
南
一
帯
で
激
突
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
会
戦
を
世
に

｢�
水
の
戦｣

と
い
う
。
思
う
に
、

こ
の
大
会
戦
は
、
正
に
東
晋
王
朝
の
命
運
を
賭
け
た
建
国
以
来
の
一
大
国
難
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
意
外
な
こ
と
に
、
こ
の�
水
の
戦
の
具
体
的
経
緯
に
つ
い
て
は
、
私
の
見
る
か
ぎ
り
、
そ
の�
末
を
一
貫
し
て
系
統
的
に

追
跡
し
た
記
録
な
い
し
解
説
は
、
古
来
ほ
と
ん
ど
出
現
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
古
い
史
書
に
は
、
北
宋
の
司

馬
光(

一
〇
一
九
│
一
〇
八
六)

『

資
冶
通
鑑』

巻
一
百
五(
晋
紀
・
孝
武
帝
太
元
八
年)

の
条
が
存
在
す
る
が
、
こ
れ
と
て
も
極
言
す
れ

ば
総
じ
て
正
史
か
ら
の
断
片
的
な
逸
話
の
寄
せ
集
め
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
一
方
、
近
来
の
史
学
者
に
よ
る
論
著
に
目
を
転
じ
て
も
、
管

見
の
及
ぶ
と
こ
ろ
、
そ
の
傾
向
は
お
お
む
ね
同
様
で
あ
る
が
、
わ
ず
か
に
呂
思
勉

『

両
晋
南
北
朝
史』

(

一
九
四
八
年
、
上
海
開
明
書
店

刊)

の
第
六
章

｢

東
晋
中
葉
形
勢
下｣

に
見
え
る
解
説
は
、
主
と
し
て

『
晋
書』

載
記(

苻
堅
下)

に
拠
り
な
が
ら
も
、
際
立
っ
て
戦
局

の
推
移
に
忠
実
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
論
述
も
要
領
を
得
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
下
、
参
考
ま
で
に
煩
を
い
と
わ
ず
こ
れ
を
抄
録

し
て
お
こ
う

太
元
八
年(

三
八
三)

、
苻
堅
は
、
大
擧
入
寇
す
。
堅
、
先
づ
苻
朗(

堅
の
従
兄
子)

を
し
て
青
州
を
守
ら
し
む
。
又
裴
元
略
を
以
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て
西
夷
校
尉
、
巴
西
・
梓
潼
二
郡
の
大
守
と
爲
し
、
王
撫
と
舟
師
を
蜀
に
備
へ
し
む
。
已
に
又
書
を
下
し
て
、
悉
く
諸
州
の
公
私

の
馬
を
發(

徴
発)

せ
し
め
、
人
は
十
丁(

壮
丁)

に
一
を
遣(

提
出)

せ
し
む
。
兵
の
門(

門
地)

の
灼
然(

九
品
中
正
の
第
二
品)

に
在
る
者
は
、
崇
文
義
從(

崇
文
観
の
外
人
属
官)

と
爲
し
、
良
家
の
子
の
年
二
十
已
下
、
武
藝
驍
勇
、
富
室
材
雄
な
る
者
は
、
皆

羽
林
郎(
禁
軍
の
侍
従)

と
爲
す
。
苻
融(

堅
の
末
弟)

・
張�
・
苻
方
・
梁
成
・
慕
容�
・
慕
容
垂
を
遣
は
し
て
歩
騎
二
十
五
萬

を
率
ゐ
し
め
て
前
鋒
と
爲
す
。
堅
、
長
安
を
發
し
、
戎
卒
六
十
余
萬
、
騎
二
十
七
萬
な
り
。
前
後
千
里
、
旌
鼓
相
望
む
。
堅
の
項

城(

河
南
省
項
城
県)

に
至
る
と
き
、
涼
州(

甘
肅
省)

の
兵
、
始
め
て
咸
陽
に
達
す
。
蜀
・
漢
の
軍
、
流
れ
に
順
ひ
て
下
り
、
幽
・

冀
の
衆
、
彭
城(
江
蘇
省
徐
州
市)

に
至
る
。
東
西
萬
里
、
水
陸
齊
進
す
。

(

苻)

融
等
、
攻
め
て
壽
春(

江
蘇
省
寿
県)

を
陷
る
。(

慕
容)

垂
、
攻
め
て
項
城
を
陷
る
。
梁
成
、
其
の
梁
州
刺
史
王
顯
・
戈
陽

太
守
王
詠
等
と
、
衆
五
萬
を
率
ゐ
て
、
洛
澗(

安�
省
懐
遠
県)

に
屯
し
、
淮(

水)

に
柵
し
て
以
て
東
軍(

東
晋
軍)

を
遏と

ど

む
。

晉
、
謝
石(

謝
安
の
弟)

を
以
て
征
討
都
督(

総
大
将)

と
爲
し
、
謝
玄(

謝
安
の
甥)

・
桓
伊
・
謝�(
謝
安
の
子)

等
と
、
水
陸
七

萬
、
相
繼
い
で(

苻)

融
を
距ふ

せ

ぐ
。
洛
澗
を
去
る
こ
と
二
十
五
里
。
龍
驤
將
軍
胡
彬
、
先
づ�
石(

安�

省
鳳
台
県)

を
保
ち
、
融

の
逼
る
所
と
爲
り
、
糧
盡
き
、
潜
か
に
使
を
遣
は
し
て(

謝)

石
等
に
告
げ
て
曰
く
、｢

今
、

賊
盛
ん
に
し
て
糧
盡
く
。
恐
ら
く
は
復
た
大
將
軍
に
見ま

み

え
じ｣

と
。(

苻)

融
の
軍
人
、

獲
て
之
を
送
る
。
融
、
乃
ち
使
を
馳
せ
て(
苻)
堅
に
白
し
て
曰
く
、｢

賊
少
く
俘

と
り
こ
に
し
易

し
。
但
だ
其
の
越
逸(

逃
亡)

を
懼
る
。
宜
し
く
速
や
か
に
衆
軍
を
進
め
て
、
賊
帥
を�

禽(

逮
捕)

す
べ
し｣

と
。
堅
、
大
い
に
悦
び
、
大
軍
を
項
城
に
舎は

な

ち
、
輕
騎
八
千
を
以

て
、
道
を
兼
ね
て(

二
倍
の
速
度
で)

之
に
赴
く
。
軍
人
に
令
し
て
曰
く
、｢

敢
へ
て
吾
れ

壽
春
に
至
る
と
言
ふ
者
は
、
舌
を
拔
か
ん｣

と
。
故
に(

謝)
石
等
知
ら
ず
。

劉
牢
之
、
勁
卒
五
千
を
率
ゐ
て
、
夜

梁
成
の
壘
を
襲
ひ
て
、
之
に
克
ち
、(

梁)

成
及
び

王
顯
・
王
詠
等
の
十
將
を
斬
り
、
士
卒
の
死
す
る
者
は
萬
五
千
。

謝
石
等
、
既
に
梁
成
を
敗
り
し
を
以
て
、
水
陸
繼
ぎ
進
む
。(

苻)

堅
、
苻
融
と
城
に
登

り
て
王
師
を
望
み
、
部
陣
齊
整
、
將
士
精
鋭
な
る
を
見
る
。
…
…
憮
然
と
し
て
懼
る
る
色

｢

荘
老
告
退
、
山
水
方
滋｣
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有
り
。

堅
、
朱
序
を
遣
し
て(

謝)

石
等
に
説
か
し
む
る
に
衆
盛(

軍
勢
衆
多
、
気
勢
盛
大)

な
る
を
以
て
し
、
脅
し
て
之
を
降
さ
ん
と
欲

す
。(
朱)

序
、(

謝)

石
に
謂
ひ
て
曰
く
、｢

若
し
秦
の
百
萬
の
衆
皆
至
ら
ば
、
則
ち
敵
す
可
き
莫
き
な
り
。
其
の
衆
軍
の
未
だ
集

ら
ざ
る
に
及
び
て
、
宜
し
く
速
戰
に
在
る
べ
し
。
若
し
其
の
前
鋒
を
挫
か
ば
、
以
て
志
を
得
べ
し｣

と
。(

謝)

石
、(

苻)

堅
の
壽

春
に
在
る
を
聞
く
や
、
懼
れ
て
戰
は
ず
し
て
以
て
之
を
疲
れ
し
め
ん
こ
と
を
謀
る
。
謝�
、(

朱)

序
の
言
に
從
は
ん
こ
と
を
勸
め
、

使
を
遣
し
て
戰
は
ん
こ
と
を
請
ひ
、
之
を
許
す
。

時
に
張�
、
謝
石
を�
南
に
敗
り
、
謝
玄
・
謝�
、
卒
數
萬
を
勒(

統
率)

し
て
、
陣
し
て
以
て
之
を
待
つ
。�
、
乃
ち
退
く
。

堅
、
陣
を
列
ね
て�
水
に
逼
り
、
王
師
は
渡
る
を
得
ず
。(

謝)

玄
は
使
を
遣
し
て(

苻)

融
に
謂
ひ
て
曰
く
、｢

君
の
懸
軍(

深
く

敵
地
に
入
っ
た
孤
軍)

は
深
く
入
り
て
、
陣
を
置
き
水
に
逼
る
。
此
れ
は
持
久
の
計
に
し
て
、
豈
に
戰
は
ん
と
欲
す
る
者
な
ら
ん

や
。
若
し
小す

こ

し
く
師
を
退
け
て
、
將
士
を
し
て
周
旋(

交
際)

せ
し
む
れ
ば
、
僕
と
君
公
と
は
轡

た
づ
な
を
緩
め
て
之
を
觀
ん
。
亦
た
美よ

か
ら
ず
や｣

と
。(

苻)

堅
の
衆
は
皆
曰
く
、｢

宜
し
く�
水
に
阻
み
、
上
る
を
得
し
む
る
こ
と
莫
か
る
べ
し
。
我
は
衆
く
彼
は
寡

く
、
勢
必
ず
萬
全
な
り｣

と
。
堅
曰
く
、｢

但
だ
軍
を
卻
け
て
過
ぐ
る
を
得
し
む
る
も
、
我
は
鐵
騎
數
十
萬
を
以
て
、
水
に
向
か

ひ
て
逼
り
て
之
を
殺
さ
ん｣

と
。(

苻)
融
も
亦
た
以
て
然
り
と
爲
す
。
遂
に
麾(

指
揮)

し
て
陣
を
卻
か
し
む
。
衆
因
り
て
亂
れ
、

止
む
る
こ
と
能
は
ず
。(

謝)

玄
は(

謝)�
・(
桓)

伊
等
と
、
精
鋭
八
千
を
以
て
、�
水
を
渉
渡
す
。(

謝)

石
の
軍
は
張�
を
距ふ

せ

ぎ
て
、
小
し
く
退
く
。(

謝)�
・(

謝)

玄
は
仍
ほ
進
む
。�
水
の
南
に
決
戰
す
。
堅
は
流
矢
に
中
る
。
陣
に
臨
み
て(

苻)

融
を

斬
る
。
堅
の
衆
は
奔
潰
す
。
自
ら
相
蹈
藉
し
、
水
に
投
じ
て
死
す
る
者
、
勝
げ
て
計
ふ
べ
か
ら
ず
、�
水
は
之
が
爲
に
流
れ
ず
。

餘
衆
も
甲
を
棄
て
て
宵
に
遁
れ
、
風
聲
鶴�
を
聞
き
て
、
皆
以
爲
お

も

へ
ら
く
王
師
已
に
至
る
と
。
草
行
露
宿
、
重
ぬ
る
に
飢
凍
を
以

て
し
、
死
者
は
十
に
七
八
な
り
。
堅
は
淮
北
に
遁
歸
す
。
時
に
十
月
な
り
。(

二
三
〇
│
二
三
二
頁)

こ
れ
を
要
す
る
に
、�
水
の
戦
は
、
結
局
わ
ず
か
兵
八
万
に
過
ぎ
な
か
っ
た
東
晋
軍
が
、
こ
れ
に
十
倍
す
る
前
秦
の
大
軍
を
完
膚
な

き
ま
で
に
打
ち
破
り
、
奇
跡
的
な
圧
勝
を
贏
ち
得
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
東
晋
軍
の
圧
倒
的
大
勝
は
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
原
由
に
よ

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
思
う
に
、
そ
れ
は
、
す
で
に
自
明
の
事
実
な
が
ら
、
決
し
て
当
時
の
一
流
貴
族
を
主
体
と
し
た
東
晋
軍
の
最
高
統

帥
部
の
絶
妙
な
作
戦
に
由
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
前
秦
王
苻
堅
自
身
ら
の
衆
を
恃
ん
だ
自
己
過
信
に
よ
る
戦
局
の
読
み
違
え
、
な
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い
し
作
戦
の
失
敗
に
起
因
し
て
い
る
。
ま
た
一
方
、
こ
れ
を
東
晋
側
か
ら
見
た
場
合
、
柔
弱
無
能
な
貴
族
領
袖
の
下
に
従
属
し
な
が
ら

も
、
よ
く
力
戦
奮
闘
、
衆
敵
を
撃
破
し
た
劉
牢
之
を
は
じ
め
、
兵
馬
精
強
、
軍
律
厳
正
な
北
府
軍
団
の
存
在
は
、
陰
に
陽
に
戦
局
を
有

利
に
導
く
誘
因
と
な
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
事
象
も
、
こ
の
際
む
げ
に
看
過
す
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

２.

謝
氏
一
族
の
無
能
無
策
と
優
柔
虚
栄

こ
の
前
秦
王
苻
堅
の
大
挙
入
寇
に
際
し
て
、
東
晋
政
府
の
最
高
首
脳
部
は
、
ほ
と
ん
ど
陳
郡
の
謝
氏
一
族
が
独
占
し
て
い
た
。
言
う

ま
で
も
な
く
謝
氏
は
、
当
時
す
で
に
琅
邪
の
王
氏
に
替
わ
っ
て
東
晋
随
一
の
貴
族
に
伸
し
上
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
特
に
謝

安(

三
二
〇
│
三
八
五)

は
、
当
時
の
司
徒(

宰
相)

で
あ
り
、
兼
ね
て
征
討
大
都
督
と
し
て
全
将
帥
を
指
揮
統
轄
す
る
最
高
司
令
官
の

重
責
に
も
在
っ
た
し
、
そ
の
弟
の
謝
石(

三
二
七
│
三
八
八)

は
、
仮
節
征
討
大
都
督(

現
地
派
遣
軍
総
司
令
官)

、
兄
の
子
の
謝
玄(

三

四
三
│
三
八
八)

は
、
冠
軍
将
軍(
北
府
軍
団
長)

で
あ
り
、
か
つ
苻
堅
迎
撃
の
前
鋒
都
督(

先
鋒
部
隊
長)

と
な
り
、
前
述
の
勇
将
劉
牢

之
は
そ
の
参
軍(

参
謀)

で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
謝
安
以
下
こ
れ
ら
謝
氏
の
重
鎮
た
ち
の
態
度
に
は
、
当
時
未
曽
有
の
国
家
的

危
機
に
直
面
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
無
能
さ
と
無
責
任
さ
、
そ
の
優
柔
不
断
さ
と
虚
栄
ぶ
り
が
、
正
に
臆
面
も
な
く
さ
ら

け
出
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
謝
安
の
態
度
を
中
心
に
幾
許
か
顕
著
な
事
例
を
呈
示
し
て
み
よ
う
。

ａ.

『

晋
書』

謝
安
伝
に
言
う
：

時
に
苻
堅
は
強
盛
に
し
て
、
疆
場(

国
境
地
域)
に
虞(
外
寇)

多
く
、
諸
將
の
敗
退
相
繼
ぐ
。(

謝)

安
、
弟
の
石
及
び
兄
の
子
の

玄
等
を
遣
は
し
て
、
機
に
應
じ
て
征
討
せ
し
め
、
所
在(
至
る
所)

に
克
捷
す
。
…
…
堅
、
後
に
衆
を
率
ゐ
、
百
萬
と
號
し
て
、

淮
・�
に
次(

宿
営)

す
れ
ば
、
京
師
震
恐
す
。
安
に
征
討
大
都
督
を
加
ふ
。(

謝)

玄
入
り
て
計
を
問
ふ
も
、
安
は
夷
然(

平
然)

と
し
て
懼
る
る
色
無
く
、
答
へ
て
曰
く
、｢

已
に
別
に
旨(

指
示)
有
ら
ん｣

と
。
既
に
し
て
寂
然
た
り
。
玄
は
敢
へ
て
復
言(

再

説)

せ
ず
。
乃
ち
張
玄
を
し
て
重
ね
て
請
は
し
む
。
安
、
遂
に
駕
に
命
じ
て
山
墅(

山
中
の
別
荘)

に
出
づ
。
親
朋
畢
く
集
ま
る
。

方
に
玄
と
棊
を
圍
み
て
別
墅
を
賭
く
。
安
、
常
に
棊
は
玄
よ
り
劣
れ
り
。
是
の
日
は
玄
懼
れ
て
、
便
ち
敵
手
と
爲
る
も
又
勝
た
ず
。

安
、
顧
み
て
其
の
甥
の
羊
曇
に
謂
ひ
て
曰
く
、｢

墅
を
以
て
汝
に
乞あ
た

へ
ん｣
と
。
安
、
遂
に
游
渉(

散
歩)

し
て
、
夜
に
至
り
て
乃

ち
還
り
、
將
帥
に
指
授
し
て
、
各�
其
の
任
に
當
ら
し
む
。
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思
う
に
、
戦
局
が
急
を
告
げ
た
場
合
、
司
令
官
の
的
確
で
機
敏
な
対
応
は
、
絶
対
的
な
勝
利
の
要
諦
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
右
記
の
謝

安
の
場
合
、
征
討
大
都
督
で
あ
っ
た
謝
安
は
、
前
鋒
都
督
の
謝
玄
の
質
問
に
対
し
て
、
あ
ら
ぬ
こ
と
か
悠
然
と

｢

や
が
て
別
途
に
指
示

は
出
す
は
ず
だ
か
ら｣

と
言
っ
て
、
意
識
的
に
当
面
の
問
題
を
は
ぐ
ら
か
し
、
即
答
を
避
け
て
い
る
。
た
し
か
に
謝
安
の
こ
の
際
の

｢

旨｣
(

指
示)
は
、
結
局
そ
の
日
の
深
夜
以
降
に
な
っ
て
遅
れ
馳
せ
な
が
ら
直
接
前
線
の

｢

将
帥｣

に
伝
達
さ
れ
た
ら
し
い
け
れ
ど
も
、

一
刻
を
争
う
緊
迫
し
た
戦
局
に
対
応
す
る
最
高
司
令
官
の
指
令
と
し
て
は
、
な
ん
と
無
責
任
な
、
間
延
び
の
し
た
非
現
実
的
対
応
で
あ
っ

た
こ
と
か
。

ま
た
一
方
、
謝
玄
に
し
て
も
、
前
線
部
隊
長
と
い
う
当
面
の
戦
局
に
直
接
対
応
で
き
る
絶
好
の
地
位
に
在
り
な
が
ら
、
そ
の
職
責
も

果
た
さ
ず
、
お
め
お
め
と
首
都
建
康
ま
で
長
途
東
上
し
て
、
さ
ほ
ど
戦
場
の
実
態
に
精
通
し
て
も
い
な
い
は
ず
の
謝
安
に
、
わ
ざ
わ
ざ

そ
の
対
応
計
策
を
問
い
に
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
謝
玄
の
言
動
は
、
い
か
に
も
頼
り
な
く
不
見
識
で
あ
り
、
狡
猾
な
責
任
逃
れ
の
誹
謗

さ
え
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

ｂ.

ま
た

『

世
説
新
語』

尤
悔
篇
注
に
引
く
劉
宋
の
檀
道
鸞

『

続
晋
陽
秋』

に
言
う
：

(

桓
沖)

苻
堅
の
自
ら
淮
・�
に
出
で
た
る
こ
と
を
聞
き
て
、
深
く
根
本

(�)(
京
師)

を
以
て
慮(

憂
慮
の
対
象)

と
爲
し
、
其
の
隨
身

(

近
習)

の
精
兵
三
千
人
を
遣
し
て
京
師
に
赴
か
し
む
。
時
に(

謝)

安
は
、
已
に
諸
軍
を
遣
し
、
且
つ
外(

表
面
上)

は
間
暇(

平

穏
無
事)

を
示
さ
ん
と
欲
し
、
因
っ
て(

桓)
沖
の
軍
を
し
て
還
さ
し
む
。
沖
は
大
い
に
驚
き
て
曰
く
、｢

謝
安
は
乃
ち
廟
堂
の
量

(

宰
相
の
器
量)

有
れ
ど
も
、
將
略(

軍
事
上
の
謀
略)
に
閑な

ら

は
ず
。
吾
は
量
る
に
、
賊
は
必
ず
襄
陽
を
破
り
て
、
力
を
淮
・�
に
并あ

つ

め
ん
と
。
今
、
大
敵
果
た
し
て
至
る
に
、
方
に
遊
談
し
て
暇
を
示
し
、
諸�
の
事
を
經
ざ
る
年
少(

経
験
の
な
い
若
僧
ど
も)

を
遣

し
、
而
も
實
に
寡
弱(

兵
力
弱
小)

な
り
。
天
下
誰
か
知
ら
ん
。
吾
れ
其
れ
左
袵
せ
ん
矣

(�)｣
と
。

ち
な
み
に
、
桓
沖(

三
二
八
│
三
八
四)

は
、
西
府
軍
団
の
総
帥
桓
温(

三
一
二
│
三
七
三)

の
弟
。
当
時
、
荊
州
刺
史
と
し
て
桓
温
没

後
の
西
府
を
統
轄
し
、
苻
堅
に
備
え
て
そ
の
防
衛
に
力
を
そ
そ
い
で
い
た
。
な
お
、
こ
の
桓
沖
が
西
府
の
精
鋭
三
千
を
首
都
防
衛
に
差

遣
し
た
時
、
す
ぐ
さ
ま
謝
安
が
示
し
た
意
外
な
反
応
に
つ
い
て
は
、『

晋
書』
桓
彝
伝
に
附
し
た
桓
沖
伝
が
更
に
具
体
的
に
こ
れ
を
報

じ
て
い
る
。
曰
く
：

謝
安
は
謂
へ
ら
く
、｢

三
千
人
、
以
て
損
益(

増
減)

と
爲
す
に
足
ら
ず｣

と
。
而
も
外
に
閑
暇
を
示
さ
ん
と
欲
し
、(

桓
沖
派
遣
の)
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軍
近
く
に
在
り
と
聞
く
も
、
固
く
聽ゆ

る

さ
ず
。
報
じ
て
云
ふ
、｢

朝
廷
の
處
分(

処
置)

已
に
定
ま
り
、
兵
革(

軍
備)

闕
く
こ
と
無

し
。
西
藩(

西
府)

は
宜
し
く
以
て
防
を
爲
す
べ
し｣

と
。

も
っ
て
読
者
の
状
況
把
握
を
、
よ
り
容
易
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

思
う
に
、
こ
の
時
の
謝
安
の
対
応
は
、
多
分
に
西
府
勢
力
の
首
都
進
出
に
対
す
る
警
戒
的
措
置
で
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に

し
て
も
謝
安
の
日
常
生
活
は
、
特
に
桓
沖
の
よ
う
な
武
人
の
目
か
ら
見
た
場
合
、
直
面
す
る
国
家
の
危
難
に
対
し
て
的
確
敏
速
な
措
置

を
怠
り
、
た
だ
表
面
だ
け
の
平
穏
無
事
を
見
せ
か
け
、
日
夜
貴
族
的
な
遊
談
に
明
け
暮
れ
て
、
正
に
無
能
無
策
と
優
柔
虚
栄
の
極
み
で

あ
っ
た
。｢

今
に
拙
者
は
、
襟
を
左
前
に
し
た
野
蛮
な
服
装
に
さ
せ
ら
れ
て
異
民
族
の
奴
隷
に
な
っ
て
し
ま
う
ぞ｣

こ
の
桓
沖
の
言

葉
は
、
正
に
無
能
で
無
責
任
な
謝
安
に
対
す
る
痛
烈
な
批
判
で
あ
り
、
軽
蔑
・
罵
倒
で
あ
る
。

ｃ.

さ
ら
に

『

晋
書』

謝
安
伝
に
言
う
：

(

謝)

玄
等
、
既
に(

苻)

堅
を
破
り
、
驛
書(

駅
伝
の
速
達
文
書)

の
至
る
有
り
。(

謝)

安
、
方
に
客
に
対
し
て
棊
を
圍
む
。
書
を

看
る
こ
と
既
に
竟
り
て
、
便
ち
摂を

さ

め
て
牀
上
に
放(

放
置)

し
、
了
に
喜
色
無
く
、
棊
す
る
こ
と
故も

と

の
如
し
。
客
、
之
を
問
へ
ば
、

徐お
も
む
ろに
答
へ
て
云
ふ
、｢

小
兒
輩(

小
わ
っ
ぱ
ど
も)

、
遂
に
已
に
賊
を
破
れ
り｣

と
。

既
に
罷や

め
て
内
に
還
り
、
戸
限(

家
の
門
口)
を
過
ぐ
る
や
、
心
喜
び
甚
だ
し
く
し
て
、
屐
齒(

下
駄
の
歯)

の
折
れ
た
る
を
覺
え

ず
。
其
の
情
を
矯
め
物ひ

と

を
慎
む
る
こ
と
此
の
如
し
。

ち
な
み
に
、
こ
の
有
名
な
挿
話
の
前
段
部
分

謝
安
が
客
と
囲
碁
中
、
た
ま
た
ま�
水
で
の
捷
報
を
知
っ
て
も
敢
え
て
平
常
と
異

な
る
様
子
が
な
か
っ
た
場
面
は
、
つ
と
に
南
朝
宋
の
劉
義
慶

『
世
説
新
語』

雅
量
篇
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

『

晋
書』

の
文
に
所

謂

｢

矯
情｣

(

情
を
矯
む)

と
は
、
こ
と
さ
ら
に
自
分
の
真
情
を
隠
し
て
外
見
を
飾
る
こ
と
を
謂
う
。
当
時
に
お
け
る
貴
族
の

｢

雅
量｣

(

お
っ
と
り
し
た
気
質)

は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く

｢

虚
栄｣

の
別
称
で
あ
っ
た
。

以
上
の
諸
例
か
ら
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
謝
氏
一
族
、
特
に
当
時
そ
の
領
袖
で
あ
っ
た
謝
安
の
場
合
、
未
曽
有
の
国
難
に
率
先
対
処

す
べ
き
宰
相
・
征
討
大
都
督
の
重
責
に
在
り
な
が
ら
、
な
お
時
局
の
実
態
を
直
視
し
よ
う
と
も
せ
ず
、
空
し
く
見
栄
を
張
る
ば
か
り
で
、

日
夜
遊
楽
と
遊
談
に
明
け
暮
れ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
し
て
、
一
族
の
領
導
が
こ
の
よ
う
な
体
た
ら
く
で
あ
っ
た
以
上
、
謝
氏
一
族
の
不

見
識
・
無
責
任
ぶ
り
は
推
し
て
知
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
当
時
に
お
け
る
謝
氏
一
族
の
放
逸
懶
慢
な
生
活
態
度
は
、
多
分
に
王
導
以
来
の
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強
固
な
貴
族
専
擅
の
政
治
体
制
の
上
に
胡
座

あ
ぐ
ら

を
か
い
て
い
た
感
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
絶
対
的
と
さ
え
見
え
た
謝
氏
中
心
の
貴
族
制
社
会
も
、
そ
う
そ
う
長
く
は
つ
づ
か
な
か
っ
た
。
い
か
に
当
時

は
貴
族
専
制
の
時
代
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
こ
の�
水
の
戦
を
契
機
と
し
て
、
貴
族
た
ち
の
無
能
無
策
・
虚
栄
欺
瞞
の
本
質
は
、
百
戦

錬
磨
の
将
帥
た
ち
に
よ
っ
て
容
易
に
見
透
か
さ
れ
て
、
果
て
は
そ
の
不
信
と
軽
蔑
を
招
く
こ
と
に
も
な
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

３.

東
晋
末
期
に
お
け
る
新
興
軍
権
の
擡
頭

東
晋
中
末
期
、
陳
郡
の
謝
氏
を
頂
点
と
す
る
高
級
貴
族
が
、
無
能
無
策
、
文
弱
の
極
に
在
っ
た
の
と
は
対
照
的
に
、�
水
の
戦
を
契

機
と
し
て
、
急
速
に
軍
事
的
な
自
信
を
つ
け
、
以
後
に
続
発
す
る
動
乱
の
中
で
、
い
つ
の
間
に
か
隠
然
た
る
権
勢
を
蓄
え
て
き
た
の
は
、

奮
戦
力
闘
、
実
質
的
に
東
晋
の
命
運
を
左
右
し
た
北
府
・
西
府
の
将
帥
た
ち
で
あ
っ
た
。
な
か
ん
ず
く
北
府
軍
団
の
猛
将
劉
牢
之
と
、

こ
れ
を
承
け
た
劉
裕
の
擡
頭
は
、
ま
こ
と
に
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
っ
た
。

劉
牢
之(

？
│
四
〇
二)

、
字
は
道
堅
。
彭
城(

江
蘇
省
徐
州
市)

の
人
。
曽
祖
羲
以
来
の
武
門
に
生
ま
れ
、
累
世
勇
壮
を
も
っ
て
称
せ

ら
れ
た
。
牢
之
は
、
沈
着
剛
毅
に
し
て
計
略
に
富
み
、
東
晋
末
の
孝
武
帝
の
太
元
初
年(

三
七
六)

ご
ろ
、
前
秦
の
苻
堅
の
入
寇
に
備

え
た
北
府
の
謝
玄
の
募
兵
に
応
じ
て
そ
の
幕
下
に
入
り
、
そ
の
参
軍
と
な
っ
た
後
、
精
兵
を
領
し
て
前
鋒(

監
軍)

と
な
り
、
百
戦
百

勝
、
大
い
に
敵
兵
を
畏
れ
さ
せ
た
ば
か
り
か
、
や
が
て
苻
堅
が
入
寇
す
る
や
、
精
兵
五
千
を
帥
い
て
賊
の
士
卒
一
万
五
千
人
を
殺
す
な

ど
、�
水
の
戦
を
は
じ
め
各
地
で
勝
利
を
収
め
て
、
北
府
軍
団
の
勇
名
を
と
ど
ろ
か
せ
た
。
そ
の
後
、
北
府
の
長
官
と
な
っ
て
来
任
し

た
貴
族
の
王
恭(

？
│
三
九
八)

は
、
劉
牢
之
を
そ
の
府
司
馬(
北
府
の
高
級
幕
僚)

と
し
、
や
が
て
王
恭
の
死
後
、
恭
に
代
っ
て
一
躍

都
督(

地
方
軍
政
長
官)

に
栄
進
し
、
つ
い
に
北
府
軍
団
を
そ
の
支
配
下
に
収
め
た
。

そ
し
て
安
帝
の
隆
安
三
年(

三
九
九)

、
孫
恩
の
乱
が
会
稽
で
勃
発
す
る
と
、
牢
之
は
衆
を
率
い
て
東
討
し
、
し
ば
し
ば
賊
を
撃
破
し

て
殺
傷
す
る
と
こ
ろ
甚
だ
多
く
、
特
に
進
め
て
前
将
軍
・
都
督
呉
郡
諸
軍
事
に
拝
せ
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
後
、
功
に
よ
っ
て
鎮
北
将
軍
・

都
督
会
稽
五
郡
を
加
え
ら
れ
た
。
時
に
、
牢
之
の
参
軍
劉
裕
の
活
躍
は
特
に
目
覚
ま
し
く
、
例
え
ば
隆
安
五
年(

四
〇
一)

、
孫
恩
が
戦

士
十
万
・
楼
船
千
余
を
も
っ
て
京
口(

江
蘇
省
鎮
江
市)

を
急
襲
し
て
き
た
時
、
劉
裕
は
手
兵
わ
ず
か
千
人
足
ら
ず
で
賊
と
戦
っ
て
こ

れ
を
破
っ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
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し
か
し
劉
牢
之
は
、
根
っ
か
ら
の
武
人
で
あ
っ
た
た
め
か
、
そ
の
晩
年
に
は
、
建
康
政
府
の
司
馬
道
子
・
司
馬
元
顕
父
子
と
西
府
の

桓
玄
と
の
抗
争
な
ど
、
東
晋
末
期
の
政
争
に
捲
き
込
ま
れ
て
、
結
局
自
ら
縊
死
し
、
桓
玄
は
そ
の
棺
を�き

り
首
を
斬
っ
て
、
尸
を
市
に

暴
し
た
。(『

晋
書』

劉
牢
之
伝)

こ
の
劉
牢
之
の
後
を
承
け
て
北
府
軍
団
の
実
権
を
掌
握
し
、
そ
の
強
大
な
軍
事
力
を
背
景
と
し
て
、
幾
た
び
か
勃
発
し
た
東
晋
王
朝

末
期
の
動
乱
を
鎮
圧
し
、
つ
い
に
東
晋
王
朝
に
代
っ
て
劉
宋
王
朝
の
初
代
皇
帝
に
ま
で
伸
し
上
が
っ
て
き
た
の
は
、
寒
門
出
身
の
風
雲

児
劉
裕
で
あ
っ
た
。

劉
裕(

三
五
六
│
四
二
二)

、
字
は
徳
輿
。
劉
牢
之
と
同
じ
く
彭
城(

江
蘇
省
徐
州
市)

の
人
。
曽
祖
父
劉
混
以
来
の
居
住
地
で
あ
っ
た

晋
陵
郡
丹
徒
県
の
京
口
里(
江
蘇
省
鎮
江
市)

に
生
ま
れ
、
長
ず
る
に
及
ん
で
、
身
長
七
尺
六
寸(

一
八
三
・
五
セ
ン
チ)

、
風
容
は
衆
に

抜
き
ん
で
て
い
た
。
家
は
貧
賤
で
あ
っ
た
が
、
大
志
を
抱
い
て
品
行
に
は
こ
だ
わ
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
初
め
前
将
軍
劉
牢
之
の
下
で

そ
の
参
軍
と
な
り
、
孫
恩
の
乱
で
は
水
陸
に
わ
た
っ
て
大
功
を
重
ね
て
、
安
帝
の
隆
安
五
年(

四
〇
一)

八
月
、
建
武
将
軍(

四
品)

・

下�
太
守
と
な
っ
た
。

つ
い
で
元
興
元
年(

四
〇
二)

正
月
、
建
康
政
府
の
司
馬
元
顕
と
西
府
の
桓
玄
と
の
戦
い
が
始
ま
り
、
桓
玄
は
荊
楚
の
大
軍
を
率
い

て
元
顕
を
討
ち
、
首
都
建
康
を
陥
れ
て
元
顕
を
殺
し
た
時
、
北
府
の
劉
牢
之
は
そ
の
甥
の
何
無
忌
と
参
軍
の
劉
裕
の
諌
言
も
聴
か
ず
に

桓
玄
に
降
っ
た
た
め
に
、
劉
裕
も
や
む
な
く
桓
玄
に
従
っ
て
い
た
が
、
元
興
二
年(

四
〇
三)

十
二
月
、
桓
玄
が
東
晋
の
帝
位
を�
奪

し
て
楚
帝
を
称
す
る
や
、
劉
裕
は
弟
の
劉
道
規
・
沛
郡
の
劉
毅
や
前
述
の
何
無
忌
ら
九
人
の
北
府
の
将
帥
と
共
謀
し
て
京
口
と
広
陵
等

で
義
兵
を
挙
げ
る
こ
と
と
な
り
、
同
三
年(

四
〇
四)

二
月
、
こ
の
ク
ー
デ
タ
ー
は
見
事
に
成
功
し
て
、
桓
玄
は
殺
さ
れ
、
安
帝
は
復

位
し
た
。
か
く
て
劉
裕
は
、
こ
の
大
功
に
よ
っ
て
使
持
節
・
都
督
揚
・
徐
・�
・
予
・
青
・
冀
・
幽
・
并
八
州
諸
軍
事(

二
品)

と
な

り
、
名
実
共
に
北
府
軍
団
の
総
司
令
官
と
な
っ
た
。

そ
の
後
も
、
晩
年
の
劉
裕
に
は
終
に
寧
日
は
な
か
っ
た
。
思
う
に
、
歴
史
的
な
大
転
換
期
に
は
、
実
に
多
種
多
様
な
大
小
の
動
乱
が

頻
発
す
る
も
の
だ
が
、
こ
の
東
晋
終
末
期
の
僅
々
十
数
年
間
に
、
劉
裕
が
直
接
対
処
し
た
内
外
の
大
事
件
は
、
そ
の
主
要
な
も
の
だ
け

で
も
概
ね
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

ま
ず
国
内
の
動
乱
と
し
て
は
、
桓
玄
を
誅
滅
し
た
直
後
の
元
興
三
年(

四
〇
四)
冬
十
月
か
ら
義
熙
七
年(

四
一
一)

夏
四
月
ま
で
前
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後
七
年
有
余
の
長
き
に
わ
た
っ
た
盧
循
の
乱
が
あ
る
。
こ
の
動
乱
は
、
前
述
し
た
孫
恩
の
乱
の
残
党
数
千
人
が
、
孫
恩
の
妹
の
夫
盧
循

を
擁
し
て
、
福
建
か
ら
広
東
に
南
下
、
広
東
一
帯
を
根
拠
地
と
し
て
、
つ
い
に
は
首
都
建
康
に
ま
で
攻
め
上
っ
て
き
た
道
教
系
宗
教
集

団
の
反
乱
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
盧
循
の
乱
と
ほ
ぼ
併
行
し
て
、
義
熙
元
年(

四
〇
五)

二
月
か
ら
同
九
年(

四
一
三)

秋
七
月
ま
で
の
前
後
八
年
余
り
、

西
の
か
た
巴
蜀
の
地
で
は�
縦
の
乱
が
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
反
乱
は
、
当
時
安
西
府
参
軍
で
あ
っ
た�
縦(

？
│
四
一
三)

が
安
西

将
軍
・
益
州
刺
史
の
毛�
を
殺
害
し
、
蜀
に
拠
っ
て
叛
い
て
自
ら
成
都
王
を
称
し
た
反
乱
で
あ
る
。

さ
ら
に
は
、
義
熙
八
年(
四
一
二)

九
月
、
か
ね
て
か
ら
劉
裕
に
反
抗
し
て
い
た
劉
藩
・
謝
混
お
よ
び
劉
毅
を
殺
害
。

以
上
、
大
小
動
乱
の
鎮
圧
は
、
い
ず
れ
の
場
合
も
北
府
軍
団
を
率
い
る
劉
裕
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
討
伐
で
あ
り
、
処
置
で
あ
っ

た
。ま

た
一
方
、
山
東
の
南
燕
国
と
中
原
の
後
秦
国
に
対
す
る
北
伐
は
、
上
述
し
た
国
内
諸
反
乱
の
鎮
圧
よ
り
以
上
に
、
当
時
の
劉
裕
に

と
っ
て
更
に
重
大
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
ず
山
東
の
南
燕
国
に
対
す
る
北
伐
は
、
桓
玄
が
誅
に
伏
し
た
数
年
後
、
鮮
卑
族(

モ
ン
ゴ
ル
族)

の
南
燕
第
二
代
の
天
子
慕
容
超

が
前
後
し
ば
し
ば
東
晋
北
境
に
侵
寇
し
て
き
た
た
め
、
つ
い
に
義
熙
五
年(

四
〇
九)

四
月
か
ら
翌
六
年(

四
一
〇)

春
二
月
ま
で
約
一

か
年
に
わ
た
っ
て
敢
行
さ
れ
た
。
か
く
て
劉
裕
の
率
い
る
北
討
軍
は
、
山
東
出
兵
以
来
各
地
で
大
い
に
敵
を
破
り
、
六
年
二
月
に
は
そ

の
首
都
広
固(

山
東
省
益
都
県
北
東)

を
陥
れ
て
慕
容
超
を
捕
獲
し
、
そ
の
王
公
以
下
を
殺
し
、
衆
庶
一
万
余
・
馬
匹
二
千
を
収
納
し
、

超
を
京
師
建
康
に
送
っ
て
こ
れ
を
市
で
斬
刑
に
処
し
、
南
燕
を
滅
し
た
。
南
燕
二
主
十
三
年
。

ま
た
中
原
の
羌
族(

チ
ベ
ッ
ト
族)

後
秦
国
に
対
す
る
北
伐
は
、
盧
循
の
反
乱
や�
縦
の
反
乱
な
ど
国
内
の
大
小
の
動
乱
が
一
応
片

付
い
た
数
年
後
、
義
熙
十
二
年(

四
一
六)

秋
八
月
か
ら
翌
十
三
年(
四
一
七)

閏
十
二
月
ま
で
約
一
年
半
に
わ
た
っ
た
征
討
で
あ
っ
て
、

劉
裕
は
大
軍
を
率
い
て
京
師
を
出
発
、
そ
の
十
月
に
は
早
く
も
洛
陽
を
陥
れ
、
翌
年
八
月
に
は
長
安
に
攻
め
入
っ
て
、
羌
主
姚
泓(

三

八
八
│
四
一
七)

を
生
擒
し
、
九
月
、
そ
の
彝
器
・
渾
儀
・
土
圭
の
属
を
没
収
し
て
京
師
に
献
上
、
そ
の
他
の
珍
宝
珠
玉
は
将
帥
た
ち

に
分
賜
し
、
姚
泓
を
建
康
に
送
っ
て
こ
れ
を
市
で
斬
刑
に
処
し
、
後
秦
を
滅
し
た
。
後
秦
三
主
三
十
三
年
。(『

宋
書』

武
帝
紀)

以
上
の
ご
と
く
、
前
後
二
次
に
わ
た
る
劉
裕
の
北
伐
は
、
い
ず
れ
も
圧
倒
的
な
大
勝
利
を
収
め
て
、
劉
裕
の
強
大
な
軍
事
的
実
力
を
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ま
ざ
ま
ざ
と
内
外
に
見
せ
つ
け
る
結
果
と
な
っ
た
。
顧
み
れ
ば
、
永
嘉
の
乱(

三
〇
七
│
三
二
一)

以
来
、
久
し
く
夷
狄
の
蹂
躙
に
委
ね

ら
れ
て
き
た
中
原
を
克
復
す
る
こ
と
は
、
東
晋
の
王
公
貴
族
た
ち
が
長
年
に
わ
た
っ
て
抱
き
つ
づ
け
て
き
た
悲
願
で
あ
っ
た
が
、
祖
逖

(

二
六
六
│
三
二
一)

・��(
三
〇
三
│
三
四
九)

・
殷
浩(

？
│
三
五
六)

・
桓
温(

三
一
二
│
三
七
三)

・
劉
牢
之(

？
│
四
〇
二)

等
、
歴

代
の
豪
族
・
武
将
た
ち
の
度
重
な
る
北
伐
遠
征
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
つ
も
失
敗
・
撤
退
に
終
る
ば
か
り
で
、
つ
い
に
成
就
が
か
な
わ

な
か
っ
た
難
事
業
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
長
年
の
悲
願
と
も
言
う
べ
き
難
事
業
が
、
今
や
劉
裕
の
軍
事
力
に
よ
っ
て
、
も
の
の

見
事
に
達
成
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
北
伐
の
絶
大
な
成
果
は
、
劉
裕
の
威
信
を
内
外
に
顕
示
す
る
の
に
、
正
に
充
分
過
ぎ
る
ほ
ど

に
充
分
な
壮
挙
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
劉
裕
の
北
伐
は
、
も
と
も
と
、
中
原
を
克
復
し
て
北
来
の
王
公
貴
族
の
宿
願
を
か
な
え
、
そ
の
喝
采
を
博
す

る
た
め
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
劉
裕
に
は
元
来
そ
の
よ
う
な
義
理
立
て
を
王
公
貴
族
に
報
ず
る
義
務
も
な
け
れ

ば
必
要
も
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
ま
た
劉
裕
は
、
北
伐
の
目
的
を
達
す
る
や
否
や
、
さ
ほ
ど
長
く
は
中
原
に
駐
留
せ
ず
に
、
さ
っ
さ

と
江
南
に
引
き
揚
げ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
彼
が
京
師
建
康
に
凱
旋
し
た
直
後
、
義
熙
十
四
年(

四
一
八)

六
月
に
は
、
あ

た
か
も
朝
廷
で
前
も
っ
て
準
備
さ
れ
て
い
た
か
の
よ
う
に
、
早
々
と
相
国
・
宋
公
・
九
錫
の
命
を
受
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
恐
ら
く

劉
裕
は
、
東
晋
政
権
を
奪
取
し
て
新
王
朝
を
創
建
す
る
に
臨
み
、
ま
ず
は
北
来
の
門
閥
貴
族
や
内
外
各
層
の
人
士
に
対
し
て
、
最
も
有

効
に
自
ら
の
絶
対
的
な
権
勢
を
顕
示
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

と
に
か
く
東
晋
の
最
終
末
期
、
劉
裕
に
よ
る
内
乱
の
鎮
定
と
北
伐
の
大
勝
は
、
か
の�
水
の
戦
を
契
機
と
し
て
顕
著
に
な
っ
て
き
た

無
能
無
策
な
門
閥
貴
族
の
衰
退
と
、
実
力
本
位
の
新
興
軍
権
の
擡
頭
と
を
正
に
如
実
に
具
象
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ち
な
み
に

『

世
説
新
語』

容
止
篇
に
言
う
：

石
頭
の
事
故(

蘇
峻
の
反
乱)

に
て
、
朝
廷
傾
覆(�
覆)

す
。
温
忠
武(

温�)
は
、�
文
康(�
亮)

と
陶
公(

陶
侃)

に
投
じ
て

救
ひ
を
求
む
。
陶
公
云
ふ
、｢

肅
祖(

東
晋
の
明
帝
司
馬
紹)

の
顧
命(
遺
詔)

は(

拙
者
に)

に
及
ぶ
を
見
ず
。
且
つ
蘇
峻
の
亂
を

作お
こ

す
は
、
釁(

反
乱
の
原
因)

諸�
に
由
る
。
其
の
兄
弟
を
誅
す
る
も
、
以
て
天
下
に
謝(

陳
謝)

す
る
に
足
ら
ず｣

と
。
時
に�

(

亮)

は
温(�)
の
船
の
後(

後
尾)

に
在
り
て
之
を
聞
き
、
憂
怖
し
て
計
無
し
。

別
日
、
温(�)
は�(
亮)

に
勸
め
て
陶(

侃)

に
見ま

み

え
し
む
る
も
、�(
亮)
は
猶
豫(

躊
躇)

し
て
未
だ
往
く
能
は
ず
。
温(�)
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曰
く
、｢

渓
狗
。
。
は
我
が
悉(

知
悉)

す
る
所
な
れ
ば
、
卿(

貴
君)

は
但
だ
之
に
見ま

み

え
よ
。
必
ず
憂(

気
づ
か
い)

無
か
ら
ん｣

と
。

�(
亮)

は
風
姿
神
貌
あ
り
。
陶(

侃)

は
一
見
し
て
便
ち
觀
を
改
め
、
談
宴
竟
日
、
愛
重
頓
に
至
る
。

｢

渓
狗｣
と
は
、
渓
族
出
身
の
番
犬
。
陶
侃(

二
五
九
│
三
三
四)

は
、
廬
江
尋
陽(

江
西
省
九
江
市)

の
人
。
蘇
峻
の
乱
を
平
定
し
た

東
晋
王
朝
の
柱
石
。
東
晋
初
期
の
貴
族
全
盛
時
代
に
は
、
た
と
え
陶
侃
の
よ
う
な
名
将
で
あ
っ
て
も
、
時
に
北
来
貴
族
か
ら
こ
の
よ
う

な
蔑
称
で
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
東
晋
も
後
期
に
な
る
と
、
か
か
る
傲
慢
な
貴
族
の
態
度
は
全
く
影
を
潜
め
て
し
ま
う
。
こ
の

現
象
も
、
当
時
の
門
閥
貴
族
の
衰
退
と
新
興
軍
権
の
擡
頭
を
如
実
に
象
徴
す
る
一
適
例
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

四

謝
霊
運
の
性
格
と
そ
の
貴
族
的
特
権
意
識

精
強
な
北
府
軍
団
を
率
い
て
新
興
軍
権
の
頂
点
に
立
っ
た
劉
裕
は
、
や
が
て
程
な
く
東
晋
の
安
帝(

在
位
三
九
七
│
四
一
八)

を
殺
し

て
恭
帝(

在
位
四
一
九
│
四
二
〇)

を
立
て
、
並
み
居
る
門
閥
貴
族
を
制
圧
し
て
、
永
初
元
年(

四
二
〇)

夏
六
月
、
つ
い
に
禅
譲
を
受

け
て
皇
帝
の
位
に
即
き
、
劉
宋
王
朝
を
創
建
し
た
。

一
方
、
当
時
、
門
閥
貴
族
社
会
の
頂
点
に
在
っ
た
陳
郡
の
謝
氏
、
な
か
ん
ず
く
こ
の
名
門
随
一
の
貴
公
子
で
あ
っ
た
謝
霊
運(

三
八

五
│
四
三
三)

は
、
新
興
軍
事
政
権
の
下
、
果
た
し
て
如
何
な
る
運
命
を
た
ど
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
生
卒
も
彼
に
頗
る
近
い
南

朝
梁
の
沈
約(

四
四
一
│
五
一
三)

の『

宋
書』

謝
霊
運
伝
に
は
、
彼
の
稟
性
や
環
境
、
生
涯
の
遍
歴
に
つ
い
て
以
下
の
ご
と
く
言
う

ａ.

謝
靈
運
は
、
陳
郡
陽
夏
の
人
な
り
。
祖
は
玄
、
晉
の
車
騎
將
軍(

二
品)

。
父
は�
、
生
れ
な
が
ら
に
し
て�
な
ら
ず
、
祕
書
郎

(

六
品)

と
爲
る
も
、
蚤
に
亡
す
。
靈
運
、
幼
に
し
て
便
ち
穎
悟
、
玄
は
甚
だ
之
を
異
と
し
、
親
知(

親
友)

に
謂
ひ
て
曰
く
、

｢

我
乃
ち�
を
生
む
に
、�
は
那な

ん

ぞ
靈
運
を
生
む
を
得
た
る｣
と
。

靈
運
、
少わ

か

く
し
て
學
を
好
み
て
、
群
書
を
博
覧
し
、
文
章(

詩
文)
の
美
、
江
左
に
逮
ぶ
も
の
莫
し
。
從
叔
の
混
、
特
に
之
を

知
愛(

賞
賛
・
愛
顧)

す
。
康
樂
公
に
襲
封
せ
ら
れ
、
食
邑
二
千
戸
。
…
…
性
奢
豪(

奢
侈
・
豪
華)

に
し
て
、
車
服
鮮
麗
、
衣

装
器
物
、
多
く
舊
制(

古
い
体
裁)

を
改
め
、
世
共
に
之
を
宗(

模
範)
と
し
て
、
咸
く
謝
康
樂
と
稱
す
る
な
り
。

こ
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
霊
運
は
、
つ
と
に
幼
童
の
こ
ろ
か
ら
ず
ば
抜
け
て
頭
が
よ
か
っ
た
た
め
に
祖
父
か
ら
常
に
ち
や
ほ
や
さ
れ
な
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が
ら
成
長
し
、
弱
少
以
後
も
学
問
は
該
博
で
詩
文
も
抜
群
で
あ
っ
た
の
で
周
囲
か
ら
特
別
に
愛
顧
重
視
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
生
活
は
、

名
族
の
貴
公
子
に
ふ
さ
わ
し
く
、
贅
沢
三
昧
で
新
し
い
傾
向
を
追
い
求
め
て
止
ま
な
か
っ
た
ら
し
い
。
思
う
に
、
こ
の
よ
う
に
万
事
に

恵
ま
れ
過
ぎ
た
弱
少
の
時
期
は
、
貴
族
万
能
の
安
定
時
代
な
ら
と
も
か
く
、
波
瀾
万
丈
の
変
革
期
に
適
応
す
る
柔
軟
な
人
格
を
育
成
で

き
る
は
ず
も
な
い
。
果
た
せ
る
か
な
、
そ
の
後
の
霊
運
の
生
き
ざ
ま
は
、
か
な
り
褊
陋
傲
慢
な
も
の
で
あ
っ
た
。

ｂ.

同
じ
く

『
宋
書』

謝
霊
運
伝
に
は
、
宋
朝
創
建
当
初
、
武
帝
の
永
初
元
年(

四
二
〇)

前
後
の
こ
ろ
と
、
永
初
三
年(

四
二
二)

夏
、
霊
運
三
十
八
歳
の
時
、
永
嘉
太
守
に
出
さ
れ
た
前
後
と
に
お
け
る
彼
の
尋
常
な
ら
ざ
る
挙
動
を
記
し
て
、
以
下
の
ご
と
く

言
う

(

東
晋
の
義
熙
十
四
年
六
月)

宋
國
黄
門
侍
郎
に
除
せ
ら
れ
、
相
國
從
事
中
郎
・
世
子
左
衞
率
に
遷
る
。
坐

し
ば
ら
くし
て
輒
ち
門
生(

桂
興)

を
殺
し

(�)
、
官
を
免
ぜ
ら
れ
る
。

高
祖(

劉
裕)

命
を
受
け
て
、(
霊
運
の)

公
爵
を
降
し
て
侯
と
爲
し
、
食
邑
も(

二
千
戸
を)

五
百
戸
と
す
。
起(

起
家)

し
て
散
騎

常
侍(

三
品)

と
爲
り
、
太
子
左
衞
率(

五
品)

に
轉
ず
。
靈
運
、
爲
性(

本
性)

は
褊
激(

わ
が
ま
ま)

に
し
て
、
多
く
禮
度(

礼
儀

作
法)

に
愆た
が

ふ
。
朝
廷
は
唯
だ(

霊
運
の)
文
義(

文
辞)

を
以
て
之
を
處
し
た
る
の
み
に
し
て
、
應
實(

相
応
の
実
職)

を
以
て
相

許
さ
ず
。
自
ら
謂
へ
ら
く

｢

才
能(

才
智
・
能
力)

は
宜
し
く
權
要(

権
威
あ
る
重
要
な
地
位)

に
參
ず
べ
し｣

と
。
既
に
知(

認
知)

さ
れ
ず
、
常
に
憤
憤(

憤
懣)

を
懷
く
。
…
…

少
帝(

在
位
四
二
三)

即
位
し
、
權
は
大
臣(

徐
羨
之)
に
在
り
。
靈
運
は
異
同(

異
議)

を
構
扇(

扇
動)

し
、
執
政
を
非
毀
す
。

司
徒
徐
羨
之
等
は
之
を
患
ひ
て
、
出
だ
し
て
永
嘉
太
守
と
爲
す
。
郡
に
名
山
水
有
り
。
靈
運
は
素
よ
り
愛
好
す
る
所
、
出
守(

地

方
に
出
さ
れ
て
太
守
と
な
る
こ
と)

既
に
志
を
得
ず
、
遂
に
意
を
肆
ほ
し
い
ま
まに
し
て
遊
遨
し
、
諸
縣
を�
歴
し
て
、
動つ
ね

に
旬(

十
日)

朔(

一

か
月)

を
踰
え
、
民
間
の
聽
訟
、
復
た
懷
に
關
せ
ず
。
至
る
所
、
輒
ち
詩
詠
を
爲
し
、
以
て
其
の
意
を
致
す
焉
。
郡
に
在
る
こ
と

一
周(

一
年)

、
疾

や
ま
ひ
と
稱

い
つ
は
っ
て
職
を
去
る
。
從
弟
の
晦
・
曜
・
弘
微
等
、
並
び
に
書
を
與
へ
て
之
を
止
む
る
も
、
從
は
ず
。

長
じ
て
仕
官
し
た
以
後
も
霊
運
は
、
時
に
激
情
に
駆
ら
れ
て
前
後
の
見
境
も
な
く
自
分
の
門
生
ま
で
も
殺
し
て
し
ま
う
し
、
わ
が
ま

ま
で
礼
儀
作
法
も
わ
き
ま
え
ず
、
独
り
善
が
り
で
自
分
の
意
に
沿
わ
な
い
処
遇
に
は
不
平
た
ら
た
ら
。
永
嘉
太
守
に
な
っ
て
も
真
面
目

に
職
務
に
励
ま
ず
、
旬
朔
を
越
え
て
管
内
各
地
を
遊
び
ま
わ
る
始
末
。
正
に
貴
族
的
特
権
意
識
む
き
だ
し
の
生
き
ざ
ま
で
あ
っ
た
。
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ｃ.

そ
し
て
、
霊
運
の
こ
の
貴
族
的
特
権
意
識
ま
る
だ
し
の
生
活
態
度
は
、
京
師
帰
任
後
も
何
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。
つ

づ
い
て

『

宋
書』

謝
霊
運
伝
に
は
言
う

(
霊
運)

既
に
自
ら
以お

も

へ
ら
く

｢

名
輩(

名
望
・
年
輩)

・
才
能(

才
智
・
能
力)

、
應ま

さ

に
時
政
に
參
ず
べ
し｣

と
。
初
め
召
さ
れ
た
る

と
き
、
便
ち
此
を
以
て
自
許(

自
負)

す
。
既
に
至
れ
ば
、
文
帝
は
唯
だ
文
義(

文
辞)

を
以
て
接
せ
ら
れ
て
、
上
宴
に
侍
す
る
毎

に
、
談
賞(
談
論
・
品
評)

す
る
の
み
。
王
曇
首
・
王
華
・
殷
景
仁
等
は
、
名
位
素
よ
り
之
を
踰
え
ざ
る
に
、
並
び
に
任
遇(

信
任
・

重
用)

せ
ら
る
。
靈
運
、
意
平
ら
か
な
ら
ず
、
多
く
疾
と
稱
し
て
朝
直(

朝
廷
で
当
直)

せ
ず
。
池
を
穿
ち
援(

生
垣)

を
植つ

く

り
、

竹
を
種う

ゑ
果
を
樹
う
る
に
、
公
役(

公
僕)

を
驅
課(

駆
使
・
課
役)

し
て
、
復
た
期
度(

限
度)

無
し
。
郭(

外
城)

を
出
で
て
游

行
し
、
或
ひ
は
一
日
に
百
六
七
十
里
、
旬(

十
日)

を
經
る
も
歸
ら
ず
、
既
に
表
聞(

上
表
申
聞)

無
く
、
又
た
請
急(

休
暇
申
請)

も
せ
ず
。
上(

文
帝)

、
大
臣
を
傷
つ
け
ん
こ
と
を
欲
せ
ず
、
諷
旨
し
て
自
解(

自
己
解
任)

せ
し
む
。
靈
運
、
乃
ち
上
表
し
て
疾

と
陳
べ
、
上
は
假(

休
暇)

を
賜
ひ
て
東
歸
す
。

文
帝
の
細
か
な
配
慮
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
来

｢

褊
激｣

(

わ
が
ま
ま)

で
自
負
心
ば
か
り
が
強
い
霊
運
に
は
、
こ
の
天
子
の
行
き
届

い
た
厚
情
も
、
既
に
時
世
が
変
っ
て
い
た
こ
と
も
、
残
念
な
が
ら
こ
れ
を
心
底
か
ら
感
じ
取
る
器
量
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
と
言
う
よ

り
は
、
か
か
る
褊
激
と
放
縦
が
、
結
局
は
霊
運
の
命
取
り

、
、
、
に
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

ｄ.

始
寧(

浙
江
省
上
虞
県)

の
荘
園
に
還
っ
た
謝
霊
運
の
遨
遊
ぶ
り
は
、｢

遊
娯
宴
集
、
夜
を
も
っ
て
昼
に
続
ぎ｣

、
傍
若
無
人
、

ま
こ
と
に
人
を
驚
か
す
も
の
が
あ
っ
た
。
つ
づ
い
て

『

宋
書』

本
伝
に
は
言
う

靈
運
、
父
祖
の
資
に
因
り
て
、
生
業(

資
財)

甚
だ
厚
し
。
奴
僮
は
既
に
衆
く
、
義
故(

縁
故)

・
門
生(

食
客)

も
數
百
、
山
を
鑿

ち
湖
を
浚
へ
て
、
功
役(

労
役)

已
む
こ
と
無
し
。
山
を
尋
ね
嶺
に
陟
れ
ば
、
必
ず
幽
峻
を
造き
は

め
、
巖
嶂
千
重
な
る
も
、
備つ
ぶ

さ
に

盡
く
さ
ざ
る
莫
し
。
登
躡(

山
路
の
踏
破)

に
は
常
に
木
履
を
着
け
、
山
を
上
る
と
き
は
則
ち
前
齒
を
去
り
、
山
を
下
る
と
き
は

其
の
後
齒
を
去
る
。

嘗
て
始
寧
の
南
山
よ
り
、
木
を
伐
り
て
逕(

小
径)

を
開
き
、
直
ち
に
臨
海(

浙
江
省
臨
海
県)

に
至
る
。
從
者
數
百
人
。
臨
海
太

守
の
王�
は
驚
駭
し
て
、
山
賊
た
ら
ん
と
謂
爲
お

も

(

以
為)

ひ
た
る
も
、
徐や
が

て
是
れ
靈
運
な
り
と
知
り
、
乃
ち
安
ん
ず
。

こ
の
時
、
霊
運
は
、
父
祖
以
来
の
莫
大
な
財
力
に
ま
か
せ
て
、
一
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
大
き
な
道
路
新
設
工
事
を
実
施
し
、
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無
慮
数
百
人
も
の
従
者
を
引
き
連
れ
て
、
さ
ぞ
自
分
で
は
領
主
気
取
り
の
実
地
検
分
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

ｅ.

さ
ら
に
つ
づ
け
て

『

宋
書』

本
伝
に
は
言
う

會
稽(

浙
江
省
紹
興
市)

の
東
郭
に
回
踵
湖
有
り
て
、
靈
運
、
決(

堤
防
を
決
潰)

し
て
以
て
田
と
爲
さ
ん
こ
と
を
求
め
た
れ
ば
、

太
祖(
文
帝)

は
州
郡
に
令
し
て
履
行
せ
し
む
。
此
の
湖
は
郭(

外
城)

を
去
る
こ
と
近
く
、
水
物(

水
産
物)

の
出
づ
る
所
な
れ

ば
、
百
姓
之
を
惜
し
み
、
太
守
の
孟�
、
堅
執(

固
執)

し
て
與く

み

せ
ず
。
靈
運
、
既
に
回
踵(

湖)

を
得
ざ
れ
ば
、
又
た
始
寧
の�

�
湖
を
田
と
爲
さ
ん
こ
と
を
求
む
る
も
、�
は
又
た
固
執
す
。
靈
運
は
謂
へ
ら
く

｢�

は
民
を
利
す
る
に
存(

留
意)

す
る
に
非

ず
し
て
、
正た

だ
湖
を
決
し
て
多
く
生
命(

魚
介
類)

を
害
せ
ん
こ
と
を
慮
り
、
言
論
も
て
之
を
毀
傷
す
る
の
み｣

と
。�

と
遂
に

讎
隙(

怨
恨)

を
構
ふ
。
靈
運
横
恣(

勝
手
気
ま
ま)

に
し
て
、
百
姓
驚
擾(

驚
慌
騒
乱)

す
る
に
因
っ
て(

口
実
と
し
て)

、
乃
ち
其

(

霊
運)

の
異
志(

謀
反
心)
を
表(

露
出)

し
、
兵
を
發
し
て
自
ら
防
ぎ
、
露
板(

奏
章)

も
て
上
言
す
。

こ
の
時
、
た
と
え
霊
運
に
謀
反
心
が
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
霊
運
は
、
百
姓
の
不
利
な
ど
全
く
意
に
介
せ
ず
、
ど
こ
ま
で
も
自
分
の

｢

横
恣｣

を
貫
徹
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

ｆ.

前
述
の
回
踵
湖
・��
湖
事
件
は
、
霊
運
の
上
京
・
参
内
に
よ
る
釈
明
の
結
果
、
と
も
か
く
も
一
応
決
着
が
つ
い
た
が
、
霊
運

は
、
再
び
始
寧
の
荘
園
に
帰
る
こ
と
な
く
、
臨
川(

江
西
省
臨
川
県)

の
内
史(

諸
王
国
の
民
政
長
官
。
五
品)

に
任
命
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
の
彼
の
挙
動
に
つ
い
て
は
、『

宋
書』

本
伝
に
以
下
の
ご
と
く
言
う

太
祖(

文
帝)

は
其
の
誣
ひ
ら
る
る
を
知
り
て
、
罪
せ
ざ
る
な
り
。(

然
れ
ど
も)

東
歸
せ
し
む
る
を
欲
せ
ず
、
以
て
臨
川
内
史
と

爲
し
、
秩
中
二
千
石
を
加
ふ
。
郡
に
在
り
て
も
遊
放(
遊
蕩
・
放
縦)

、
永
嘉
の
と
き
に
異
な
ら
ず
、
有
司
の
糾(

糾
弾)

す
る
所

と
爲
る
。
司
徒(

民
政
長
官
。
一
品)

、
隨
州
從
事
の
鄭
望
生
を
遣
使(

派
遣)

し
て
靈
運
を
收
め
し
む
。
靈
運
、
望
生
を
執�

(

逮

捕)

し
、
兵
を
興
し
て
叛
逸(

叛
亡)

し
、
遂
に
逆
志
有
り
。
…
…
追
討
し
て
之
を
禽と

ら

へ
、
廷
尉(

司
法
長
官)

に
送
っ
て
罪
を
治

(

審
査)

せ
し
む
。
廷
尉
、｢

靈
運
は
部
衆
を
率
ゐ
て
反
叛
し
、
論(
判
定
結
果)

は
斬
刑
に
正(

合)

す｣

と
奏
す
。
上
は
其
の
才

を
愛
し
、
官
を
免
じ
て
已や

め
ん
と
欲
す
。
彭
城
王
の
義
康
は
堅
執(
固
執)
し
て
、｢

宜
し
く
恕ゆ

る

す
べ
か
ら
ず｣

と
謂
ふ
。
乃
ち
詔

し
て
曰
く
、｢

靈
運
は
罪
釁(

罪
行)�し
き

り
に
仍か
さ

な
り
、
誠
に
合ま
さ

に
法
を
盡
く
す
べ
き
も
、
但
だ(

祖
父
の)

謝
玄
は
、
勲

微
管

(

管
仲

(�))

に
參
ず
れ
ば
、
宜
し
く
宥(

恩
赦)

は
後
嗣
に
及
ぶ
べ
し
。
死
一
等
を
降
し
、
徙
し
て
廣
州(

広
東
省
広
州
市)

に
付
す
る

｢

荘
老
告
退
、
山
水
方
滋｣

考
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を
可
と
す｣

と
。

其
の
後
、
…
…
有
司
、
又
た
法
に
依
り
て
收
治(

逮
捕
・
処
罰)

せ
ん
こ
と
を
奏
し
、
太
祖
は
廣
州
に
詔
し
て
棄
市
の
刑
を
行
は

し
む
。
…
…
時
に
元
嘉
十
年(

四
三
三)

、
年
四
十
九
。

ち
な
み
に
、
唐
の
李
延
寿
の

『

南
史』

謝
霊
運
伝
論
に
は
、

靈
運
の
才
名
、
江
左
に
獨
り
振
う
。
而
れ
ど
も
猖
獗(

気
ま
ま
で
思
い
の
ま
ま
に
振
舞
う)

已
ま
ず
し
て
、
自
ら
覆
亡
を
致ま

ね

け
り
。

と
評
し
、
ま
た
宋
の
司
馬
光

『

資
治
通
鑑』

宋
紀
四(

文
帝
元
嘉
十
年)

に
も
、

靈
運
、
才
を
恃
み
て
放
逸(

勝
手
気
ま
ま)

、
陵
忽(

軽
蔑)

す
る
所
多
し
。
故
に
禍
に
及
ぶ
。

と
言
う
。
ま
こ
と
に
霊
運
の
棄
市
は
、
時
代
が
す
で
に
変
っ
た
こ
と
も
弁
え
ず
、
相
変
ら
ず

｢

褊
激｣

｢

猖
獗｣

｢

放
逸｣

に
終
始
し
た

超
一
流
門
閥
の
貴
公
子
が
自
ら
招
い
た
、
悲
し
く
も
哀
れ
な
生
涯
の
終
焉
で
あ
っ
た
。

五

広
大
清
雅
な
荘
園
と
貴
族
的
才
学
の
誇
示

山
水
文
学
へ
の
傾
注

と
こ
ろ
で
、
謝
霊
運
の
山
水
詩
は
、
正
に
こ
の
よ
う
な
彼
の

｢

褊
激｣

｢

放
逸｣

な
生
涯
の
過
程
の
中
か
ら
作
ら
れ
は
じ
め
た
新
し

い
文
芸
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
更
に
こ
れ
を
具
体
化
し
て
言
え
ば
、
謝
霊
運
は
、
す
で
に
晋
宋
の
間
か
ら
徐
々
に
芽
生
え
つ
つ
あ
っ
た
山

水
愛
好
の
風
潮
に
影
響
さ
れ
な
が
ら
も
、
彼
が
本
格
的
に
山
水
を
題
材
と
し
て
新
し
く
詩
作
に
傾
注
し
は
じ
め
た
時
期
は
、
よ
う
や
く

彼
が
三
十
八
、
九
歳
と
い
う
生
涯
の
成
熟
期
に
入
り
は
じ
め
た
こ
ろ
、
久
し
ぶ
り
に
故
郷
始
寧
の
別
墅
に
帰
り
、
そ
の
美
し
い
山
水
に

接
し
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
故
郷
始
寧
の
別
墅
、
そ
の
四
周
に
美
し
く
広
が
る
自
己
の
荘
園
は
、
貴
族
的
特
権
意
識
ま
る
出
し
の

｢

褊
激｣

｢

放
逸｣

な
謝

霊
運
に
と
っ
て
、
新
興
の
軍
事
政
権
の
下
、
な
ん
と
か
屈
辱
的
な
官
僚
生
活
か
ら
離
脱
で
き
る
正
に
人
世
の
別
天
地
で
あ
っ
た
。
彼
は
、

こ
の
荘
園
に
お
い
て
こ
そ
、
父
祖
が
残
し
て
く
れ
た
莫
大
な
資
産
と
権
勢
を
背
景
に
し
て
、
図
ら
ず
も
甘
く
懐
し
い
年
少
時
代
の
満
ち

足
り
た
生
活
に
立
ち
返
り
、
あ
た
か
も
独
裁
的
な
領
主
の
ご
と
く
、
ほ
と
ん
ど
制
約
ら
し
い
制
約
も
受
け
ず
に
、
比
較
的
自
由
な
生
活

を
享
受
満
喫
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。
彼
が

｢

始
寧
の
墅
に
過よ

ぎ

る｣

詩
の
末
尾
に
、｢
手
を
揮
っ
て
郷
曲(

郷
里
始
寧
の
人
び
と)

に
告
ぐ
、
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三
載
に
し
て
帰
旋
を
期
す
。
且

し
ば
ら
く
為
に
枌�
を
樹
え
、
願
言
に
孤そ

む

か
し
む
る
こ
と
無
か
れ｣

と
詠
じ
た
所
以
で
あ
る
。

か
く
て
中
央
政
界
の
不
愉
快
き
わ
ま
る
桎
梏
か
ら
遠
く
離
れ
て
、
ほ
と
ん
ど
無
制
限
に
わ
が
ま
ま
が
通
用
す
る
永
嘉
太
守
の
時
代
、

こ
れ
に
つ
づ
く
始
寧
の
別
墅
・
会
稽
の
荘
園
で
の
生
活
は
、
正
に

｢

褊
激｣
｢

放
逸｣

な
謝
霊
運
に
と
っ
て
快
適
き
わ
ま
る
別
世
界
で

あ
っ
た
。
さ
ぞ
か
し
彼
の
目
に
は
、
俗
界
を
離
れ
た
そ
の
山
水
が
、
と
り
わ
け
美
し
く
見
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

果
た
せ
る
か
な
、
霊
運
の
永
嘉
・
会
稽
に
お
け
る
生
活
ぶ
り
は
、
そ
の
財
資
と
権
威
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
た

｢

肆
意｣

｢

横
恣｣

の

極
み
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
永
嘉
に
在
っ
て
は
、｢

肆
意
遊
遨
、
諸
県
を�
歴
し
て
、
動つ

ね

に
旬
朔
を
踰
え
、
民
間
の
聴
訟
、
復
た
懐こ

こ
ろ

に
関
せ
ず｣

、
ま
た
始
寧
・
会
稽
に
在
っ
て
も
、｢

奴
僮
は
既
に
衆
く
、
義
故
・
門
生
も
数
百
、
山
を
鑿
ち
湖
を
浚
へ
て
、
功
役
已
む
こ

と
無
く｣

、｢

始
寧
の
南
山
よ
り
、
木
を
伐
り
径
を
開
き
て
、
直
ち
に
臨
海
に
至
り
、
従
者
数
百
人｣

で
あ
っ
た
と
言
う
。
そ
し
て
、
こ

う
し
た
謝
霊
運
の

｢

肆
意｣

｢
横
恣｣

な
行
状
の
か
ず
か
ず
を
見
る
に
つ
け
て
も
、
か
つ
て
彼
が
三
十
五
歳
ご
ろ
、
激
怒
に
ま
か
せ
て

気
に
入
ら
な
い
門
生
を
虫
け
ら
同
然
に
斬
り
殺
し
た

｢

褊
激｣

な
事
実
を
今
更
の
ご
と
く
想
起
さ
せ
る
。

そ
う
し
た
意
味
で
、
謝
霊
運
の
永
嘉
・
会
稽
に
お
け
る
豪
恣
放
逸
な
生
活
は
、
そ
の
山
水
を
賛
美
賞
玩
し
た
詩
作
を
も
含
め
て
、
本

質
的
に
は
、
老
荘
の
静
閑
な
隠
遁
思
想
と
は
懸
絶
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
し
て
や
衆
生
を
済
度
す
べ
き
仏
教
思
想
、
釈
尊
の
悟
り
に
直

結
す
べ
き
頓
悟
成
仏
思
想
と
も
無
縁
な
も
の
で
あ
っ
た
。

と
は
い
え
、
傲
慢
で
誇
り
高
き
謝
霊
運
に
と
っ
て
、
み
ず
か
ら
の
貴
族
的
自
尊
心
を
一
応
満
足
せ
し
め
、
し
か
も
新
興
の
軍
事
政
権

と
社
会
階
層
に
対
し
て
取
り
あ
え
ず
無
条
件
に
誇
示
で
き
る
も
の
は
、
父
祖
伝
来
の
広
大
清
幽
な
荘
園
の
山
水
と
、
洗
練
さ
れ
た
貴
族

的
才
学
で
あ
っ
た
。
こ
の
壮
麗
な
山
水
と
精
博
な
才
学
と
は
、
い
ず
れ
も
粗
野
な
新
興
階
層
に
は
容
易
に
手
の
届
か
な
い
高
邁
な
境
地

で
あ
り
、
正
に
貴
族
の
他
に
優
越
す
る
世
界
で
あ
っ
た
。
か
の

『
文
心
雕
龍』

明
詩
篇
に
、｢

宋
初
の
文
詠
は
、
体
に
因
革
有
り
。
荘

老
退
く
を
告
げ
て
、
山
水
方
に
滋
し
。
采
を
百
字
の
偶
に
儷
べ
、
価
を
一
句
の
奇
に
争
ふ
。
情
は
必
ず
貌
を
極
め
て
以
て
物
を
写
し
、

辞
は
必
ず
力
を
窮
め
て
新
を
追
ふ｣

と
言
わ
れ
た
所
以
で
あ
る
。
謝
霊
運
が
自
ら
の
山
水
と
才
学
を
当
時
の
貴
賎
士
庶
に
誇
示
し
よ
う

と
す
る
か
ぎ
り
、
で
き
る
だ
け
そ
の
内
容
に
深
玄
さ
清
幽
さ
を
附
与
し
、
そ
の
表
現
も
美
し
く
洗
練
さ
れ
た
出
来
映
え
に
す
る
こ
と
は
、

創
作
上
必
須
不
可
欠
の
条
件
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
読
者
は
、
参
考
ま
で
に
当
時
の
貴
族
文
人
た
ち
の
間
で
流
行
し
て
い
た

｢
清
談｣

の
実
態
を
想
起
し
て
ほ
し
い
。
い
う
ま
で

｢

荘
老
告
退
、
山
水
方
滋｣

考

43



― ―

も
な
く
当
時
の
一
般
的｢

清
談｣

は
、
じ
っ
く
り
と
腰
を
す
え
て
念
入
り
に
人
生
の
根
源
や
道
理
の
本
質
を
探
求
す
る
と
言
う
よ
り
も
、

む
し
ろ
相
手
の
声
に
応
じ
て
間
髪
を
入
れ
ず
、
気
の
利
い
た
上
っ
面
だ
け
の
形
式
論
理
を
応
酬
し
て
、
言
わ
ば
精
博
犀
利
な
才
知
と
学

識
を
競
い
合
う
哲
学
談
論
の
場
で
あ
っ
た
。
思
う
に
、
謝
霊
運
の
山
水
詩
の
場
合
も
、
多
分
に
そ
の
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
る
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
た
と
え
そ
れ
が
霊
運
の
虚
栄
虚
飾
的
創
作
意
図
を
含
む
に
せ
よ
、
彼
の
山
水
詩
全
般
に
色
濃
く
漂
う
老
荘

思
想
、
隠
遁
思
想
、
あ
る
い
は
仏
教
の
頓
悟
思
想
は
も
ち
ろ
ん
、
整
斉
巧
緻
な
対
偶
表
現
、
新
奇
殊
妙
な
創
作
発
想
さ
え
も
、
当
時
の

貴
族
文
人
が
そ
の

｢
清
談｣

の
場
で
極
め
て
重
視
し
た
貴
族
的
素
養
で
あ
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
素
養
は
、
何
よ
り
も
現
実
的
な

効
用
と
し
て
、
目
前
の
粗
野
な
新
興
階
層
を
辟
易
さ
せ
、
貴
族
の
優
越
性
を
ひ
け
ら
か
す
の
に
絶
好
の
武
器
で
あ
っ
た
。

幸
い
に
も
謝
家
に
は
、
つ
と
に
謝
安
の
こ
ろ
か
ら
、
斬
新
奇
警
な
文
学
的
発
想
を
う
な
が
す
洗
練
さ
れ
た
文
化
的
雰
囲
気
が
存
在
し

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば

『
世
説
新
語』

言
語
篇
に
は
言
う

謝
太
傅(

謝
安)

、
寒
雪
の
日
に
内
集
し
、
兒
女
と
文
義(

文
辞)

を
講
論
す
。
俄
か
に
し
て
雪
驟
す(

激
し
く
降
る)

。
公
、
欣
然

と
し
て
曰
く
、｢

白
雪
紛
紛
、
何
の
似
た
る
所
ぞ｣

と
。
兄(

謝
拠)

の
子
の
胡
児(

謝
朗)

は
曰
く
、｢

鹽
を
空
中
に
撒
け
ば
、
差や

や

(

少
し
は)

擬
す
可
し｣

と
。
兄(

謝
奕)
の
女(

謝
道
蘊)

は
曰
く
、｢

未
だ
若し

か
ず
、
柳
絮
の
風
に
因
っ
て
起
こ
る
に
は｣

と
。

公
、
大
い
に
笑
樂(

歓
喜
満
悦)

す
。

才
女
謝
道
蘊
は
、
上
空
か
ら
降
り
し
き
る
粉
雪
を
見
て
、
意
外
に
も

｢

地
上
か
ら
吹
き
上
げ
る
旋
風
に
乗
っ
て
上
空
に
舞
い
上
が
る

柳
絮｣

に
譬
え
た
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
こ
の
よ
う
に
斬
新
で
奇
警
な
文
学
的
発
想
は
、
す
で
に
謝
安
の
こ
ろ
か
ら
、
今
後
の
貴
族
文

化
を
支
え
る
一
要
件
と
し
て
自
覚
認
識
さ
れ
、
そ
の
子
女
た
ち
に
も
暗
暗
裏
に
こ
れ
を
要
請
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

の
み
な
ら
ず
謝
霊
運
は
、
若
年
の
こ
ろ

｢

好
学
に
し
て
群
書
を
博
覧
し
、
文
章
の
美
、
江
左
に
逮
ぶ
も
の
莫｣

か
っ
た
の
で
、
従
叔

の
謝
混
か
ら
特
に｢

知
愛｣

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る(『

宋
書』
本
伝)
。
謝
混
は
、
そ
の
後
、
晋
安
帝
の
義
熙
八
年(

四
一
二)

九
月
、

劉
毅
に
党
し
た
た
め
に
時
の
太
尉
劉
裕
に
よ
っ
て
討
滅
さ
れ
た
が
、
生
来

｢
善
く
文(

詩
文)

を
属つ

づ

り｣

、
し
か
も
上
述
の
ご
と
く
義
熙

年
間
に
至
っ
て
詩
文
改
革
の
急
先
鋒
で
あ
っ
た
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
謝
混
の
若
い
霊
運
に
対
す
る
革
新
的
影
響
力
も
恐
ら
く
決
し
て

少
な
く
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

と
に
か
く
劉
宋
王
朝
開
元
当
初
、
新
興
軍
事
政
権
・
新
興
支
配
階
層
の
下
、
か
つ
て
は
望
月
の
欠
け
た
る
こ
と
な
き
超
一
流
貴
族
の

中
国
文
学
論
集

第
三
十
二
号

44



― ―

謝
霊
運
が
無
条
件
に
彼
ら
に
誇
示
し
得
る
も
の
は
、
煎
じ
詰
め
た
と
こ
ろ
、
ま
ず
は
自
ら
の
広
大
清
幽
な
荘
園
の
山
水
で
あ
り
、
こ
れ

を
斬
新
典
雅
に
表
現
で
き
る
精
博
で
洗
練
さ
れ
た
貴
族
的
才
学
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
両
性
格
を
見
事
に
併
せ
持
っ
て
茲
に
新
し

く
登
場
し
て
き
た
文
芸
形
態
が
、
正
に
謝
霊
運
自
身
の
山
水
詩
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
彼
の
畢
生
の
力
作

｢

山
居
の
賦｣

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の

｢

山
居
の
賦｣

は
、
現
存
す
る
正
文
だ
け
で
も
優
に
四
千
字
を
越
え
る
大
作
で
あ
っ
て
、
そ
の
残
存
全
文
は
、
詳

細
妙
絶
な
自
注
、
、
と
共
に
沈
約

『

宋
書』

謝
霊
運
伝
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
壮
大
な
構
想
と
精
妙
な
表
現
は
、
か
の
班
固

｢

両
都

の
賦｣

・
張
衡

｢
二
京
の
賦｣

・
左
思

｢

三
都
の
賦｣

に
も
匹
敵
す
る
長
篇
の
名
作
で
あ
る
こ
と
、
す
で
に
衆
目
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
驚
い
た
こ
と
に
、
こ
の
賦
は
、
古
今
の
文
学
作
品
に
そ
の
類
例
を
見
る
こ
と
稀
な
自
注
、
、
ま
で
も
が
、
各
段
落
に

極
め
て
詳
細
精
到
な
筆
致
で
一
々
附
記
さ
れ
て
い
る
。
霊
運
の
か
か
る
異
常
な
念
の
入
れ
様
は
、
思
う
に
尋
常
の
事
で
は
な
い
。

謝
霊
運
が

｢

山
居
の
賦｣
を
作
っ
た
事
情
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

『

宋
書』

謝
霊
運
伝
に
、

靈
運
の
父
祖
は
、
並
び
に
始
寧
縣(

浙
江
省
上
虞
県)

に
葬
ら
れ
、
并
せ
て
故
宅
及
び
墅
有
れ
ば
、
遂
に
籍
を
會
稽(

郡)

に
移
し

て
、
別
業(

別
荘)

を
修
営(

建
造)
す
。
山
に
傍
ひ
江
を
帯め

ぐ

ら
し
、
幽
居(

幽
寂
な
住
居)

の
美
を
盡
く
す
。
隱
士
の
王
弘
之(

三

六
五
│
四
二
七)

・
孔
淳
之(

三
七
二
│
四
三
〇)

等
と
、
縱
放(

ほ
し
い
ま
ま)

を
娯
し
み
と
爲
し
、
終
焉
の
志
有
り
。
一
詩
の
都

邑
に
至
る
こ
と
有
る
毎
に
、
貴
賤
競
ひ
て
冩
さ
ざ
る
莫
く
、
宿
昔(

旦
夕)

の
間
に
、
士
庶
は
皆�あ
ま
ね
く
、
遠
近
も
欽
慕(

敬
慕)

し

て
、
名
は
京
師
を
動
か
す
。｢

山
居
の
賦｣
并
び
に
自
注
を
作
り
て
、
以
て
其
の
事
を
言
ふ
。

と
言
い
、
ま
た
霊
運
自
身
も

｢

山
居
の
賦｣

の
序
に
、
か
な
り
な
謙
辞
を
交
え
つ
つ
も
以
下
の
ご
と
く
述
べ
る

古
、�
居
穴
處
を

｢

巖
棲｣

と
曰
ひ
、
棟
宇
の
山
に
居
る
を

｢

山
居｣

と
曰
ひ
、
林
野
に
在
る
を

｢

丘
園｣

と
曰
ひ
、
郊
郭(

郊

外)

に
在
る
を

｢

城
傍｣

と
曰
ふ
。
四
者
は
同
じ
か
ら
ず
、
理(

事
理)

を
以
て
推
す
可
し
。
心(

心
境)

を
言
ふ
や
、
黄
屋(

帝

王
の
宮
室)

も
實
は
汾
陽(

隠
者
の
居
処

(�))
に
殊
な
ら
ず
。
事(
事
実)

に
即
す
る
や
、
山
居
は
良

ま
こ
と

に
市
廛(

市
場)

に
異
な
る
有
り
。

疾や
ま
ひを
抱
き
閑
に
就
き
て
、
性
情
に
順
從
し
、
敢
へ
て
樂
し
む
所
に
率
ひ
て
、
以
て
賦
を
作
る
。
揚
子
雲
は
云
ふ
、｢

詩
人(『

詩
経』

の
詩
人)

の
賦
は
、
麗(

美
麗)

に
し
て
以
て
則(

法
則)

あ
り｣

と
。
文
體
は
、
宜
し
く
兼
ね
て
以
て
其
の
美
を
成
す
べ
し
。
今
、

賦
す
る
所
は
、
既
に
京
都
・
宮
觀
・
遊
獵
・
聲
色
の
盛
に
非
ず
し
て
、
山
野
・
草
木
・
水
石
・
穀
稼
の
事
を
叙
ぶ
。
才
は
昔
人
よ

り
乏
し
く
、
心
は
俗
外
に
放
ち
、
文
の

｢

則｣

を
詠
ず
る
に
は
勉
め
て
之
に
就
く
可
き
も
、｢

麗｣

を
求
む
る
は�
と
し
て
以
て

｢
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遠
し
矣
。
覧
る
者
は
、
張(

衡)

・
左(

思)

の
艷
辭
を
廢
し
て
、
臺(

？)

・
皓(

四
皓)

の
深
意
を
尋
ね
、
飾
を
去
っ
て
素
を
取

ら
ば
、
儻あ

る

い
は
其
の
心
に
値あ

た

ら
ん
の
み
。
意
は
實
に
言
表(

言
外)

に
あ
り
て
、
書
は(

意
を)

盡
く
さ
ず

(�)

。
遺
迹(

残
し
た
足
跡)

に
の
み
意
を
索
む
、
之(

意)

を
託
す
れ
ば
賞(

山
水
の
賞
玩)

有
ら
ん
。

｢

お
よ
そ
人
の
真
意
は
正
に
言
外
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
し
て
文
字
で
書
い
た
詩
文
な
ど
は
真
意
を
表
現
し
尽
く
せ
る
も
の
で
は

な
い
。
し
か
し
、
紙
面
に
書
き
捨
て
た
詩
文
に
よ
っ
て
の
み
作
者
の
真
意
を
探
り
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
か
ら
、
と
に
か
く
こ
の

『

山
居
の
賦』

に
私
の
真
意
を
託
し
て
さ
え
お
け
ば
、
こ
れ
を
読
ん
だ
人
び
と
は
、
こ
の
美
し
い
山
居
周
辺
の
す
ば
ら
し
い
山
水
を
賞

玩
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う｣

ま
こ
と
に
持
っ
て
回
っ
た
言
い
方
だ
が
、
ま
ず
は

｢

京
師｣

を
は
じ
め

｢

都
邑｣

の

｢

貴
賤｣

｢

士
庶｣

を
念
頭
に
お
い
て

｢
山
居
の
賦｣

を
作
っ
た
霊
運
の
意
図
は
、
誰
の
目
に
も
見
え
見
え
で
あ
る
。
霊
運
に
と
っ
て
是
が
非
で

も
自
ら
の
荘
園
の
す
ば
ら
し
さ
を
貴
顕
衆
庶
に
誇
示
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
際
、
で
き
る
だ
け
そ
の
正
文
に

｢

幽
居
の
美｣

を
尽
く
す

だ
け
で
は
な
く
、
敢
え
て
伝
統
的
な
詩
文
作
品
の
表
現
形
態
を
無
視
し
て
で
も
、
特
に
詳
細
周
到
で
具
体
的
な
自
注
、
、
の
添
加
を
必
要
と

し
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
謝
霊
運
の

｢

山
居
の
賦｣
の
成
立
経
緯
を
見
て
く
る
と
、
そ
れ
に
つ
け
て
も
お
の
ず
か
ら
想
起
さ
れ
る
当
時
の
文
学

作
品
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
陶
淵
明(

三
六
五
？
│
四
二
七)

の

｢

帰
去
来
の
辞｣

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
陶
淵
明
は
、
当
時
の
超
一
流
の
貴
族

に
生
れ
た
謝
霊
運
と
は
全
く
比
較
に
な
ら
な
い
寒
門
の
出
自
で
あ
っ
て
、
よ
う
や
く
江
南
尋
陽(

江
西
省
九
江
市)

の
一
地
方
豪
族
に

し
か
過
ぎ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
の

｢

帰
去
来
の
辞｣
作
成
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、『

晋
書』

・『

宋
書』

の
隠
逸
伝(

陶
潜)

に
よ
れ

ば
、
彼
四
十
一
歳
の
冬
、
彭
沢
県(

江
西
省
彭
沢
県)

県
令
に
在
任
中
、
尋
陽
郡
守
が
、
あ
る
年
若
い
督
郵(

郡
守
に
代
っ
て
管
下
の
諸
県

を
督
察
す
る
郡
の
属
吏)

を
彭
沢
県
に
差
し
向
け
よ
う
と
し
た
時
、
下
僚
が
正
装
の
束
帯
を
着
け
て
出
迎
え
る
べ
き
旨
を
言
上
し
た
と

こ
ろ
、
彼
は
嘆
息
し
て

｢

吾
、
五
斗
米(

わ
ず
か
な
官
俸)

の
た
め
に
腰
を
折
り
、
拳
々
と
し
て
郷
里
の
小
人

、
、
、
、
、
に
事つ

か

ふ
る
能
は
ず｣

と

言
い
捨
て
、
即
日

｢

印
綬
を
解
い
て
職
を
去
り
、
乃
ち

『

帰
去
来
の
辞』
を
賦
し｣

、
さ
っ
さ
と
郷
里
の
柴
桑
県(

江
西
省
九
江
市
西
南

部)

に
帰
っ
た
、
と
言
う
。
恐
ら
く
、
こ
の

｢

督
郵｣

は
、
淵
明
と
同
郷
の
出
身
で
、
都
合
よ
く
時
流
に
乗
じ
た
風
雲
児
だ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
陶
淵
明
の

｢

帰
去
来
の
辞｣

に
は
、
周
知
の
ご
と
く
、
久
し
ぶ
り
に
帰
っ
て
き
た
我
が
家
の
稚
子
や
僮
僕
の
暖
か
い
歓
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迎
ぶ
り
、
自
宅
で
の
心
安
ま
る
生
活
な
ど
を
詠
じ
た
後
、
広
大
な
荘
園
各
処
の
さ
ま
ざ
ま
な
景
物
に
言
及
し
て
、

園
は
日
び
に
渉あ

ゆ

め
ば
以
て
趣
を
成
し
、

門
は
設
く
と
雖
へ
ど
も
常
に
閉
ざ
せ
り
。

扶
老(

籐
の
杖)

を
策つ

ゑ

つ
き
て
以
て
流め

ぐ

り
憩い

こ

ひ
、

時
に
首
を
矯あ

げ
て
遐は

る

か
に
觀み

や
る
。

雲
は
無
心
に
し
て
以
て
岫み

ね

を
出
で
、

鳥
は
飛
ぶ
に
倦う

み
て
還
る
を
知
る
。

景ひ
か
げは
翳
翳
と
し
て
以
て
將
に
入
ら
ん
と
し
、

孤
松
を
撫
し
て
盤
桓(

徘
徊)

す
。

と
詠
じ
、
さ
ら
に
、

或
る
と
き
は
巾
車(
幌
の
車)

に
命
じ
、

或
る
と
き
は
孤
舟(

一
艘
舟)

に
棹
さ
す
。

既
に
窈
窕(

深
玄)
と
し
て
以
て
壑た

に

を
尋
ね
、

亦
た
崎
嶇(

険
峻)

と
し
て
邱を

か

を
經
た
り
。

木
は
欣
欣
と
し
て
以
て
榮は

な

に
向
か
ひ
、

泉
は
涓
涓
と
し
て
始
め
て
流
る
。

萬
物
の
時
を
得
た
る
を
善よ

し
と
し
、

吾
が
生
の
行
く
ゆ
く
休
す
る
を
感
ず
。

と
詠
じ
て
も
い
る
。
思
う
に
、｢

帰
去
来
の
辞｣

と

｢

山
居
の
賦｣

と
は
、
そ
の
創
作
動
機
と
い
い
、
そ
の
発
想
方
向
と
い
い
、
驚
く

ほ
ど
に
相
似
た
路
線
を
た
ど
っ
て
い
る
。
こ
の
陶
・
謝
の
両
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
自
こ
そ
大
き
な
懸
隔
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
こ
れ

を
大
局
的
に
見
れ
ば
、
や
は
り
同
じ
時
代
の
子
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

最
後
に
、
本
論
の
一
応
の
総
結
と
し
て

｢

山
居
の
賦｣

の
一
節
と
そ
の
自
注
を
抄
出
し
て
、
こ
の
賦
の
創
作
意
図
を
私
な
り
に
具
体

的
に
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
例
え
ば
、
す
で
に
鈴
木
虎
雄

｢

山
水
文
学
と
謝
霊
運｣

(『

支
那
文
学
研
究』

八
二
頁
以
下)

に

｢

生
彩
あ
る
処｣

と
絶
賛
し
た
一
節
で
あ
る
が
、
ま
ず
そ
の
正
文
に
は

｢

南
北
の
両
居｣

の
広
大
さ
を
叙
べ
て
、

若
し
迺
ち
南
北
の
兩
居
は
、
水か

は

通
じ
陸
阻け
は

し
く
、
風
を
觀(
観
察)

し
雲
を
瞻(

仰
視)

し
て
、
方は
じ

め
て
厥
の
所
を
知
る
。

と
詠
じ
、
そ
の
自
注
に
は
、
こ
れ
を
解
説
し
て
次
の
ご
と
く
言
う

｢

兩
居｣

と
は
、
南
北
の
兩
處
に
、
各�
居
止(

住
居)

有
る
を
謂
ふ
。
峯�(
峰
と
崖)

阻
絶
し
て
、
水
道(

川
筋)

の
通
ず
る
の

み
。｢

風
を
觀
し
雲
を
瞻
し
て｣

、
然
る
後
に
方は

じ

め
て
其
の
處
所
を
知
る
。

つ
づ
い
て
、
そ
の
正
文
に
は

｢

南
山｣

の
居
室
や
周
囲
の
景
物
を
叙
べ
て
、

南
山
は
則
ち
渠(

堀
り
割
り)

を
夾
み
て
二
つ
の
田(

耕
作
地)

、
嶺
を
周
り
て
三
つ
の
苑(

放
牧
場)

あ
り
。
九
つ
の
泉
は
澗(

谷

｢

荘
老
告
退
、
山
水
方
滋｣
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川)

を
別
か
ち
、
五
つ
の
谷
は�(
山
頂)

を
異
に
す
。
群
峯
は
參
差(

高
く
低
く)

と
し
て
其
の
間
に
出
で
、
連
岫
は
複
陸(

重
畳)

と
し
て
其
の
坂
を
成
す
。
衆
流
は
漑
灌
し
て
以
て
近
き
を
環め

ぐ

り
、
諸
堤
は
擁
抑(

洪
水
を
抑
制)

し
て
以
て
遠
き
に
接つ

な

が
る
。
遠

堤
は
陌

あ
ぜ
み
ちを

兼
ね
、
近
流
は
湍

は
や
せ

を
開
く
。
阜を

か

を�こ

え
波
に
泛う

か
び
、
水ふ

ね

も
て
往
き
歩
み
て
還か

へ

る
。
還
る
に
は
回(

迂
回)

し
往
く
に

も�(
周
回)

す
、
枉
渚(

彎
曲
し
た
渚)

・
員
巒(

山
頂
の
丸
い
峰)

。
美
を
呈し

め

し
趣
を
表
す
も
の
、
胡
ぞ
勝あ

げ
て
單つ

(

殫)

く
す
可

け
ん
や
。

北
頂
に
抗

は
り
あ
っ
て
以
て
館
を
葺
き
、
南
峯
を
瞰

み
お
ろ
し
て
以
て
軒
を
啓
く
。
曾
崖(

高
く
聳
え
る
断
崖)

を
戸
裏
に
羅つ

ら

ね
、
鏡
瀾(

清
く
静

か
な
水
面)

を
窗
前
に
列つ

ら

ぬ
。
丹
霞(

紅
雲)

に
因
っ
て
以
て� ��

を�あ
か

ら
め
、
碧
雲
に
附
し
て
以
て
椽

た
る
き
を
翠
に
す
。
奔
星(

流
星)

の
俯
馳(

出
没)

す
る
を
視
、
□
□
の
未
だ
牽
か
ざ
る
を
顧
み
る
。�
鴻(

大
鳥)

す
ら
翻�
す
る
も
及
ぶ
莫
く
、
何
ぞ
但
だ
燕
雀

(

小
鳥)

の
翩�
た
る
の
み
な
ら
ん
や
。

�
き

泉(

側
傍
か
ら
湧
き
出
る
泉)
は
傍
に
出
で
て
、
東
檐(

の
き)

に
潺
湲(

さ
ら
さ
ら)

た
り
。
桀
壁(

切
り
立
っ
た
険
し
い
崖)

は

對�
し
て
、
西
霤(

房
屋)

に��(
も
り
も
り)

た
り
。
修
竹
は��
と
し
て
以
て
翳
薈(

茂
り
お
お
う)

し
、
灌
木
は
森
沈
と
し

て
蒙
茂(

お
お
い
茂
る)

す
。
蘿つ
た

は
曼
延
し
て
以
て
攀
援(

延
伸)

し
、
花
は
芬
薫
と
し
て
媚
秀(

嬌
美
秀
麗)

な
り
。
日
月
は
光
を

柯
間(

枝
間)

に
投
じ
、
風
露
は
清
を�
岫(
山
懐
や
山
の
洞
穴)

に
披ひ
ら

く
。

夏
は
涼
し
く
寒ふ

ゆ

は
燠
か
く
、
時
に
隨
ひ
て
適
を
取
る
。
階
基(

階
段)

は
回
互(

回
迂
交
錯)

し
、�
櫺(

屋
宇)

は
乘
隔(

粗
密
隠

顕)

す
。
此
れ
焉こ

こ

に
寢(

住
居)

を
卜え

ら

び
て
、
水
を
翫め

で
石
を
弄た

の

し
む
。
邇ち

か

づ
き
て
即
ち
回
り
眺
め
、
終
歳�あ

く
こ
と
罔
し
。
美

し
き
物
の
遂
に
化う

つ

ろ
ふ
を
傷
み
、
浮は

か

な
き
齡
の
借
る
が
如
き
を
怨
む
。
眇は

る

か
に
人
群
よ
り
遁
逸
し
て
、
長と

こ
し
へ
に
心
を
雲
霓
に
寄
す
。

と
詠
じ
、
そ
の
自
注
に
は
、
こ
れ
ま
た
彫
琢
し
た
文
辞
を
つ
ら
ね
て
以
下
の
よ
う
に
念
入
り
な
文
学
的
解
説
を
付
け
加
え
て
い
る

｢

南
山｣

は
、
是
れ
開
創(

開
拓)

し
て
居
を
卜
せ
し
の
處
な
り
。
江
樓
よ
り
路
を
歩
み
、
山
嶺
を
跨
越
し
、
田
野
を
綿
亘
し
、
或

い
は
升
り
或
い
は
降
り
て
、
三
里
許
り
に
當
た
る
。
塗
路
に
經
見
す
る
所
や
、
則
ち
喬
木
・
茂
竹
は
、
畛あ

ぜ

に
縁そ

ひ
阜を

か

に
彌わ

た

り
、
横

波
・
疎
石
は
、
道
を
側う

づ

め
流
れ
に
飛
び
て
、
以
て
寓
目
の
美
觀
と
爲
す
。
所
居
の
處
に
至
る
に
及
び
て
は
、
西
山
よ
り
道
を
開
き
、

東
山
に
迄い

た

る
ま
で
、
二
里
有
餘
。
南
は
悉
く
連
嶺
・
疊�(
連
延
た
る
山
嶺
・
重
畳
た
る
山
峰)

、
青
翠
は
相
接
し
、
雲
煙
・
霄
路

(

た
ち
こ
め
る
雲
霧
・
高
山
の
小
径)

、
殆
ど
倪
際(

際
限)

無
し
。
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逕こ
み
ち(

径)

に
從
っ
て
谷
に
入
る
に
、
凡
そ
三
つ
の
口(

入
り
口)

有
り
。
方
壁
西
南
石
門
世
□
南
□
池
東
南
、
皆

別
に
其
の
事
を

載
す
。

路
に�
っ
て
初
め
て
入
り(

入
っ
た
当
初)

、
竹
逕
を
行
け
ば
、
半
路(

道
程
の
中
間)

に
し
て
闊ひ

ら

け
、
竹
を
以
て
澗(

谷
川)

を
渠

せ
き
と

む
。
既
に
入
れ
ば
、
東
南
は
山
渠(

山
の
溝
渠)

に
傍そ

ひ
、
展
轉(

各
種
各
様)

と
し
て
幽
奇
、
處
を
異
に
す
れ
ど
も
美
を
同
じ
く

す
。
路
の
北
な
る
東
西(

東
か
ら
西
へ)

の
路
は
、
山
に
因
っ
て�(
土
塀)

と
爲
し
、
正
北
の
狹
き
處
は
、
湖
に
踐の

ぞ

み
て
池(

庭

池)

と
爲
す
。
南
山
は
相
對
し
て
、
皆
崖
巖
有
り
。
東
北
は
壑た

に

に
枕の

ぞ

み
、
下
は
則
ち
清
川
鏡
の
如
く
、
傾
柯(

斜
め
に
垂
れ
た
枝)

・

盤
石(

巨
大
な
岩
石)
、�(
入
り
江)

を
被
ひ
渚(

水
際)

に
映
ず
。

西
巖
は
林
を
帯め

ぐ

ら
せ
、
潭ふ

ち

を
去
る
こ
と
可(

大
約)

二
十
丈(

約
五
〇
メ
ー
ト
ル)

許
ば
か
り
、
基(

土
台)

を
葺(

修
建)

し
、
宇(

屋
宇)

を
構(

建
築)

し
て
、
巖
・
林
の
中
に
在
り
。
水
は
石
階
を
衞
り
、�
を
開
け
ば
山
に
對
す
。
仰
ぎ
て
曾
峯(

重
畳
た
る
山
峰)

を

眺
め
、
俯
し
て
濬
壑(

深
谷)
を
鏡み

る
。

巖
を
去
る
こ
と
半
嶺(

山
腹
半
ば)
に
し
て
、
復
た
一
樓
有
り
。
迥
望(

遠
望)

し
周
眺
し
て
、
既
に
遠
趣(

高
遠
な
風
趣)

を
得
、

還ま

た
西
館
を
顧
み
て
、
望
む
に�
戸(
窓)

に
対
す
。

崖
に�

そ

っ
て
下
れ
ば
、
密
竹

逕
こ
み
ち
を
蒙
ひ
、
北
よ
り
直
ち
に
南
す
れ
ば
、
悉
く
是
れ
竹
園(

竹
や
ぶ)

に
し
て
、
東
西
百
丈(

約
二

五
〇
メ
ー
ト
ル)

、
南
北
百
五
十
五
丈(

約
三
八
〇
メ
ー
ト
ル)

。
北
は
近
峯
に
倚
り
、
南
は
遠
嶺
を
眺
め
、
四
山(

四
面
の
山)

周
回

し
、
溪
澗(

渓
流)

交�
過
ぎ
、
水
石
林
竹
の
美
、
巖
岫
隈
曲
の
好
、
備つ

ぶ

さ
に
之
を
盡
く
せ
り
矣
。
刊
翦(

開
拓)

・
開
築(

創
建)

し
て
、
此
れ
焉こ

こ

に
居
處
し
、
細
趣
・
密
翫
、
具つ

ぶ

さ
に
記
す
可
き
に
非
ず
。
故
に
較

あ
ら
ま
し
大
勢
を
言
ふ
の
み
。

以
上
、
見
て
の
と
お
り
、
こ
の

｢

山
居
の
賦｣

は
、
た
だ
に
正
文
、
、
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
を
解
説
し
た
は
ず
の
自
注
、
、
ま
で
も
、
謝
霊
運

の
念
の
入
れ
よ
う
に
は
尋
常
な
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
賦
の
正
文
は
、
そ
の
序
に
述
べ
る
作
者
の
謙
辞
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
か
の
班
固
・
張
衡
・
左
思
ら
の

｢

京
都｣

の
長
篇
辞
賦
作
品
と
比
較
し
て
、
ど
こ
に
本
質
的
な
創
作
上
の
相
違
が
あ
る
と
言
う

の
か
。
ま
た
、
こ
の
自
注
は
、
あ
た
か
も
一
篇
の
独
立
し
た
紀
行
文
を
読
む
思
い
で
あ
っ
て
、
至
る
と
こ
ろ
に
美
辞
麗
句
を
つ
ら
ね
整

斉
た
る
対
偶
を
用
い
、
も
し
か
す
る
と
霊
運
は
正
文
以
上
に
創
作
意
欲
を
傾
け
た
よ
う
に
さ
え
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
当
時
の
謝
霊
運
に
と
っ
て
、
山
水
な
い
し
山
水
文
学
は
、
ま
ず
何
よ
り
も
彼
自
身
の
広
大
秀
麗
な
荘
園
と
洗
練

｢

荘
老
告
退
、
山
水
方
滋｣

考
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さ
れ
た
貴
族
的
才
学
と
を
誇
示
す
る
最
適
の
手
段
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
永
嘉
時
代
を
含
め
て
、｢

夢
よ
、
も
う
一
度｣

か
つ
て
の
貴

族
の
絶
対
的
な
優
越
感
に
改
め
て
陶
酔
し
得
る
最
後
の
甘
美
な
世
界
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
思
え
ば
、
東
晋
の
貴
族
文
人
に
と
っ

て
、｢
荘
老｣

思
想
は
、
そ
の
全
盛
期
に
お
け
る
内
面
的
な
拠
り
所

、
、
、
で
あ
り
、｢

山
水｣

文
学
は
、
そ
の
衰
退
期
に
お
け
る
誇
り
高
き
見、

せ
場
、
、
で
あ
っ
た
。

(

二
〇
〇
三
年
一
〇
月
一
三
日
稿)

注
(

１)

本
稿
を
草
す
る
に
当
た
っ
て
、
私
が
参
照
し
た
最
近
の
主
要
な
論
著
を
時
代
順
に
列
挙
す
れ
ば
、
お
お
む
ね
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。
山
水

詩
研
究
の
推
移
を
た
ど
る
上
で
も
、
は
な
は
だ
興
味
深
い
。

１.

鈴
木
虎
雄

｢

山
水
文
学
と
謝
霊
運｣
(『

支
那
文
学
研
究』

所
収
。
京
都

弘
文
堂
。
一
九
二
五)

２.

葉
笑
雪

『

謝
霊
運
詩
選』

(
上
海

古
典
文
学
出
版
社
。
一
九
五
七)

３.

福
永
光
司

｢

謝
霊
運
の
思
想｣
(
日
本
道
教
学
会

『

東
方
宗
教』

一
三
・
一
四
合
併
号
。
一
九
五
八)

４.

小
尾
郊
一

『

中
国
文
学
に
現
わ
れ
た
自
然
と
自
然
観』

(

東
京

岩
波
書
店
。
一
九
六
二)

５.

大
川
富
士
夫

｢

謝
霊
運
と
仏
教｣

(

東
京
教
育
大
学

『

東
洋
史
学
論
集』

第
七

『

中
国
の
宗
教
と
社
会』

所
収
。
一
九
六
五)

６.

林
文
月

『

謝
霊
運
及
其
詩』

(

国
立
台
湾
大
学

『
文
史
叢
刊』

一
七
。
一
九
六
六)

７.

小
川
環
樹

｢

中
国
の
文
学
に
お
け
る
風
景
の
意
義｣

(『
立
命
館
文
学』

二
六
四
。
一
九
六
七
。『

風
と
雲

中
国
文
学
論
集

』

朝
日
新
聞
社
。
一
九
七
二)

８.

林
文
月

『

山
水
与
古
典』

(『

純
文
学
叢
書』

七
〇
。
台
北

純
文
学
出
版
社
。
一
九
七
六)

９.

荒
牧
典
俊

｢

劉
宋
期
に
お
け
る
教
相
判
釈
の
成
立

謝
霊
運

『
弁
宗
論』

と
劉�

『

無
量
義
経
序』

｣
(

京
都
大
学
人
文
科
学

研
究
所

『

中
国
中
世
の
宗
教
と
文
化』

所
収
。
一
九
八
二)

10.

小
尾
郊
一

『

謝
霊
運

孤
独
の
山
水
詩
人

』
(

東
京

汲
古
書
院
。
一
九
八
三)

11.

矢
淵
孝
良｢

謝
霊
運
山
水
詩
の
背
景

始
寧
時
代
の
作
品
を
中
心
に
し
て

｣
(『

東
方
学
報

京
都』

五
六
所
収
。
一
九
八
四)
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12.

衣
川
賢
次

｢

謝
霊
運
山
水
詩
論

山
水
の
な
か
の
体
験
と
詩

｣
(『

日
本
中
国
学
会
報』

三
六
所
収
。
一
九
八
四)

13.

志
村
良
治

｢

山
水
詩
へ
の
契
機

謝
霊
運
の
場
合

｣

・｢

謝
霊
運
と
宗
炳

｢

画
山
水
序｣

を
め
ぐ
っ
て

｣
(『

志
村
良

治
著
作
集』

Ⅰ

『

中
国
詩
論
集』

所
収
。
東
京

汲
古
書
院
。
一
九
八
六)

14.

興
膳
宏

『

中
国
の
文
学
理
論』

(

東
京

筑
摩
書
房
。
一
九
八
八)

15.

曹
道
衡
・
沈
玉
成

『

南
北
朝
文
学
史』

(

北
京

人
民
文
学
出
版
社
。
一
九
九
一)

16.

高
津
孝

｢
中
国
の
山
水
詩
の
外
界
認
識｣

(

鹿
児
島
大
学
法
文
学
部

『

パ
ラ
ダ
イ
ム
論
の
諸
相』

所
収
。
一
九
九
五)

17.

牧
角
悦
子

｢
謝
霊
運
山
水
詩
に
お
け
る
自
然
描
写
の
特
質｣

(『

二
松
学
舎
大
学
東
洋
学
研
究
所
集
刊』

二
八
所
収
。
一
九
九
八)

18.

周�
初

『

魏
晋
南
北
朝
文
学
論
叢』

(

南
京

江
蘇
古
籍
出
版
社
。
一
九
九
九)

19.

今
場
正
美

｢

玄
言
詩
の
文
学
史
に
お
け
る
意
義｣

(『

立
命
館
文
学』

五
六
三
所
収
。
二
〇
〇
〇)

20.

李
文
初

『

漢
魏
六
朝
文
学
研
究』

(

広
東
人
民
出
版
社
。
二
〇
〇
〇)

(

２)

許
詢
の
生
卒
に
つ
い
て
は
、
石
川
忠
久
｢

許
詢
に
つ
い
て｣

の
第
三
節

｢

生
卒｣

(『

桜
美
林
大
学
中
国
文
学
論
叢』

第
二
号
、
一
九
七

〇
年)

、
お
よ
び
同

『

陶
淵
明
と
そ
の
時
代』

(

東
京
、
研
文
出
版
刊
、
一
九
九
四
年)

の
考
証
に
よ
る
。

(

３)

孫
綽
の
生
卒
に
つ
い
て
は
、
蜂
屋
邦
夫

｢
孫
綽
の
生
涯
と
思
想｣

(『

東
洋
文
化』

第
五
七
号
、
一
九
七
七
年)

の
考
証
に
よ
る
。

(

４)
『

詩
品』

中
品

(

晋
、
宏
農
太
守
の
郭
璞)

に

｢
潘
岳
を
憲
章
し
、
文
体
相
輝
き
、
彪
炳
と
し
て
翫
す
可
し
。
始
め
て
永
嘉
の
平
淡
の
体

を
変
ず｣

と
あ
り
、
ま
た
同
じ
く
中
品

(

晋
、
太
尉
の
劉�)
に
、｢

其
の
源
は
王
粲
に
出
づ｣

と
言
う
。

(

５)
『

詩』

小
雅

｢

四
月｣

に

｢

秋
月
淒
淒
。
。
、
百
卉。
倶
に
腓。
む｣
と
。
そ
の
毛
伝
に

｢

淒
淒
と
は
、
涼
風
な
り
。
卉
は
、
草
な
り
。
腓
と
は
、

病
む
な
り｣

と
。

(

６)
『

老
子』

第
十
六
章
に
、｢

根

(

根
源)

に
帰
る
を
静。
と
曰
ひ
、
静。
を
命
に
復
る
と
曰
う｣

と
。

(

７)
『

謝
霊
運

孤
独
の
山
水
詩
人

』

二
九
一
│
二
九
四
頁
。

(

８)

こ
の
詩
の
二
句

｢

過
澗
既�
。
急
、
登
桟
亦
陵。
緬｣

に
見
え
る

｢�
｣
｢

陵｣
は
、
い
ず
れ
も
越
え
る

、
、
、
意
。
例
え
ば
、
晋
の
葛
洪

『

抱
朴
子』

内
篇
の
序
に
、｢

仮
令

か

り

に
翅
を
奮
へ
ば
、
則
ち
能
く
玄
宵

(

大
空)

を
陵�。
。
す｣
と
。
葛
洪
の
こ
の
二
句
、『

晋
書』

葛
洪
伝
に
引
く
と
こ

ろ
も
亦
た
同
じ
。

｢

荘
老
告
退
、
山
水
方
滋｣

考
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(
９)

小
尾
郊
一

『

中
国
文
学
に
現
わ
れ
た
自
然
と
自
然
観』

二
九
一
│
二
九
五
頁
、
五
三
〇
│
五
五
九
頁
。
お
よ
び
同

『

謝
霊
運

孤
独

の
山
水
詩
人

』

二
九
七
頁
。

(

10)
｢

根
本｣

と
は
、
京
師
の
建
康
を
謂
う
。『

詩』

大
雅

｢

民
勞｣

に
、｢

此
の
中
国
を
恵

(

愛)

す｣

と
言
い
、
そ
の
毛
伝
に

｢

中
国
と
は
、

京
師
な
り｣

と
釈
し
、
さ
ら
に
そ
の
鄭
箋
に

｢

京
師
な
る
者
は
、
諸
夏
の
根
本
。
。
な
り｣

と
。

(

11)

こ
の
一
句
、『

論
語』

憲
問
篇
の
孔
子
の
言
に
基
づ
く
。
曰
く

｢

管
仲
微な

か
り
せ
ば
、
吾。
れ
其。
れ
被
髪
左
衽
。
。
せ
ん
矣。｣

と
。｢

被
髪｣

と

は
、
頭
髪
を
ざ
ん
ば
ら
に
す
る
こ
と
。｢

左
衽｣

と
は
、
襟
を
左
ま
え
に
す
る
こ
と
。
い
ず
れ
も
野
蛮
な
異
民
族
の
風
俗
。
夷
狄
の
奴
隷

に
な
る
こ
と
を
謂
う
。

(

12)

謝
霊
運
に
よ
る
こ
の
門
生
殺
害
事
件
に
つ
い
て
は
、『

宋
書』

王
弘
伝
に
詳
し
い
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
謝
霊
運
の
力
人

(

護
衛)

の
桂
興

と
い
う
男
性
が
、
霊
運
の
嬖
妾
に
淫
し
た
こ
と
に
因
る
。
高
木
正
一

『

六
朝
唐
詩
論
考』

(

東
京
、
創
文
社
刊
、
一
九
九
九
年)

四
一
五

頁
を
参
照
。

(

13)
｢

微
管｣

は
、
春
秋
時
代
の
斉
の
桓
公
の
名
宰
相
管
仲
を
指
す
。
注

(

11)

を
参
照
。
勲
功
の
顕
著
な
大
臣
に
譬
え
る
。

(

14)
｢

汾
陽｣

は
、
汾
水
の
北
。
隠
者
の
居
処
を
謂
う
。『

荘
子』

逍
遥
遊
篇
に
、｢

堯
、
天
下
の
民
を
治
め
、
海
内
の
政
を
平
ら
か
に
し
て
、

往
い
て
四
子
を
藐
姑
射
の
山
に
見
、
汾。
水
の
陽。
に
て
、�
然
と
し
て
其
の
天
下
を
喪わ
す

る｣

と
。

(

15)
『

易』

繋
辞
伝

(

下)

に
、｢

書
は
言
を
尽
く
さ
ず
、
言
は
意
を
尽
く
さ
ず｣

と
。

[

附
記]

本
稿
は
、
二
〇
〇
二
年
九
月
二
十
一
日

(

土)

、
九
州
大
学
中
国
文
学
会
主
催
の
中
国
文
芸
座
談
会
第
二
〇
〇
回
記
念
大
会
に
お
け
る

記
念
講
演
、
お
よ
び
同
年
九
月
二
十
八
日

(

土)

、
北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
主
催
の
学
術
講
演
で
の
講
演
草
稿
を
補
訂
し
た
も

の
で
あ
る
。
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